
は
じ
め
に

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
ペ
リ
ー
率
い
る
米
軍
艦

四
隻
が
浦
賀
沖
に
来
航
し
、
開
国
を
求
め
る
米
国
大
統
領
の

親
書
を
幕
府
に
手
渡
し
た
。
彼
ら
に
接
し
、
そ
の
軍
事
力
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
幕
府
は
、
同
年
九
月
、
従
来
の
方
針

を
転
換
し
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
大
艦
製
造
禁
止

令
を
廃
し
諸
大
名
に
大
艦
（
洋
式
軍
艦
）
製
造
を
奨
励
し
た

。

萩
藩
は
他
藩
よ
り
遅
く
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
大
艦

製
造
に
着
手
し
丙
辰
丸
を
完
成
さ
せ
る
。
同
艦
製
造
の
経
緯

は
小
川
亜
弥
子
の
研
究
に
詳
し
い

。

さ
て
、
こ
の
丙
辰
丸
の
図
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
が

図
Ａ
で
あ
る
。
丙
辰
丸
製
造
に
関
す
る
記
録
「
丙
辰
丸
製
造

沙
汰
控
」
（
毛
利
家
文
庫

文
武

）
に
付
属
す
る
。
当
館

に
は
こ
れ
以
外
に
、「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」（
同

）
に

綴
じ
ら
れ
た
図
Ｂ
・
Ｃ
が
あ
る

。
同
記
録
は
丙
辰
丸
に
続
き

萩
藩
が
製
造
し
た
庚
申
丸
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
な
か

に
安
政
六
年
十
二
月
に
幕
府
へ
提
出
し
た
丙
辰
丸
の
帆
印
変

更
・
船
体
改
造
に
関
す
る
伺
書
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
後
述

の
よ
う
に
図
Ｂ
・
Ｃ
は
こ
の
伺
書
に
添
付
さ
れ
た
図
で
、
図

Ｂ
が
改
造
前
、
図
Ｃ
が
改
造
後
の
丙
辰
丸
を
示
す
。
特
に
図

Ｂ
が
注
目
さ
れ
る
が
、
図
Ａ
と
比
べ
た
場
合
、
い
く
つ
か
の

違
い
に
気
づ
く
。
二
本
の
帆
柱
上
に
掲
げ
ら
れ
た
日
の
丸
と

一
文
字
三
ツ
星
（
毛
利
家
御
紋
）
の
位
置
が
逆
、
艫
に
日
の

丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
・
提
灯
が
あ
る
、
帆
桁
に
一
文
字

三
ツ
星
の
旗
が
な
い
、
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方

山

﨑

一

郎

っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

図
Ａ
は
図
Ｂ
よ
り
大
型
で
、
全
体
に
彩
色
さ
れ
描
写
も
詳

し
い
。
図
Ａ
は
丙
辰
丸
の
貴
重
な
資
料
だ
が
、
こ
れ
が
い
つ

時
点
の
姿
な
の
か
、
図
Ｂ
と
描
写
が
異
な
る
の
は
何
故
か
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
こ

で
小
稿
で
は
、
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
「
大
艦
製
造
一
件
沙

汰
控
」
を
も
と
に
、
図
Ａ
・
Ｂ
の
性
格
、
作
成
時
期
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

萩
藩
は
、
丙
辰
丸
（
命
名
ま
で
は
船
形
の
「
ス
ク
ー
ネ
ル

船
」
で
表
記
さ
れ
る
）
の
製
造
伺
を
安
政
三
年
九
月
幕
府
へ

提
出
す
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
ち
国
元
で
帆
印
や
船
印
な
ど
「
御

船
御
印
物
」
の
検
討
を
行
う
。
そ
の
作
業
の
一
端
を
担
っ
た

図Ａ（丙辰丸製造沙汰控）

図Ｂ（大艦製造一件沙汰控）

図Ｃ（同上）

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
四



は
じ
め
に

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
ペ
リ
ー
率
い
る
米
軍
艦

四
隻
が
浦
賀
沖
に
来
航
し
、
開
国
を
求
め
る
米
国
大
統
領
の

親
書
を
幕
府
に
手
渡
し
た
。
彼
ら
に
接
し
、
そ
の
軍
事
力
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
幕
府
は
、
同
年
九
月
、
従
来
の
方
針

を
転
換
し
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
大
艦
製
造
禁
止

令
を
廃
し
諸
大
名
に
大
艦
（
洋
式
軍
艦
）
製
造
を
奨
励
し
た

。

萩
藩
は
他
藩
よ
り
遅
く
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
大
艦

製
造
に
着
手
し
丙
辰
丸
を
完
成
さ
せ
る
。
同
艦
製
造
の
経
緯

は
小
川
亜
弥
子
の
研
究
に
詳
し
い

。

さ
て
、
こ
の
丙
辰
丸
の
図
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
が

図
Ａ
で
あ
る
。
丙
辰
丸
製
造
に
関
す
る
記
録
「
丙
辰
丸
製
造

沙
汰
控
」
（
毛
利
家
文
庫

文
武

）
に
付
属
す
る
。
当
館

に
は
こ
れ
以
外
に
、「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」（
同

）
に

綴
じ
ら
れ
た
図
Ｂ
・
Ｃ
が
あ
る

。
同
記
録
は
丙
辰
丸
に
続
き

萩
藩
が
製
造
し
た
庚
申
丸
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
な
か

に
安
政
六
年
十
二
月
に
幕
府
へ
提
出
し
た
丙
辰
丸
の
帆
印
変

更
・
船
体
改
造
に
関
す
る
伺
書
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
後
述

の
よ
う
に
図
Ｂ
・
Ｃ
は
こ
の
伺
書
に
添
付
さ
れ
た
図
で
、
図

Ｂ
が
改
造
前
、
図
Ｃ
が
改
造
後
の
丙
辰
丸
を
示
す
。
特
に
図

Ｂ
が
注
目
さ
れ
る
が
、
図
Ａ
と
比
べ
た
場
合
、
い
く
つ
か
の

違
い
に
気
づ
く
。
二
本
の
帆
柱
上
に
掲
げ
ら
れ
た
日
の
丸
と

一
文
字
三
ツ
星
（
毛
利
家
御
紋
）
の
位
置
が
逆
、
艫
に
日
の

丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
・
提
灯
が
あ
る
、
帆
桁
に
一
文
字

三
ツ
星
の
旗
が
な
い
、
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方

山

﨑

一

郎

っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

図
Ａ
は
図
Ｂ
よ
り
大
型
で
、
全
体
に
彩
色
さ
れ
描
写
も
詳

し
い
。
図
Ａ
は
丙
辰
丸
の
貴
重
な
資
料
だ
が
、
こ
れ
が
い
つ

時
点
の
姿
な
の
か
、
図
Ｂ
と
描
写
が
異
な
る
の
は
何
故
か
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
こ

で
小
稿
で
は
、
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
「
大
艦
製
造
一
件
沙

汰
控
」
を
も
と
に
、
図
Ａ
・
Ｂ
の
性
格
、
作
成
時
期
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

萩
藩
は
、
丙
辰
丸
（
命
名
ま
で
は
船
形
の
「
ス
ク
ー
ネ
ル

船
」
で
表
記
さ
れ
る
）
の
製
造
伺
を
安
政
三
年
九
月
幕
府
へ

提
出
す
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
ち
国
元
で
帆
印
や
船
印
な
ど
「
御

船
御
印
物
」
の
検
討
を
行
う
。
そ
の
作
業
の
一
端
を
担
っ
た

図Ａ（丙辰丸製造沙汰控）

図Ｂ（大艦製造一件沙汰控）

図Ｃ（同上）

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
五



と
し
、
一
方
、
諸
大
名
の
大
艦
は
、
②
帆
に
白
布
を
用
い
な

い
、
③
遠
方
か
ら
区
別
で
き
る
帆
印
を
各
藩
が
定
め
る
、
④

帆
印
・
船
印
は
事
前
に
幕
府
へ
届
け
出
る
、
⑤
艦
完
成
後
、

乗
組
人
数
、
運
用
時
の
航
路
な
ど
を
事
前
に
幕
府
へ
届
け
出

る
、
な
ど
を
命
じ
た

。

図
１
上
は
安
政
元
年
に
完
成
し
た
幕
府
初
の
洋
式
軍
艦

鳳
凰
丸
（
模
型
）
で
あ
る
。
艫
に
日
の
丸
の
幟
、
艫
帆
柱
に

吹
き
流
し
、
帆
は
白
地
に
横
筋
の
入
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
こ
れ

が
「
白
地
中
黒
」
模
様
で
あ
っ
た
。
図
１
下
は
水
戸
藩
の
旭

日
丸
（
安
政
三
年
五
月
竣
工
）
で
あ
る
。
幕
府
は
安
政
三
年

七
月
、
水
戸
藩
「
大
船
」
が
「
中
黒
之
帆
印
、
日
之
丸
幟
相

立
」
航
行
す
る
と
通
達
し
て
お
り

、
旭
日
丸
も
幕
府
艦
と
同

様
の
帆
印
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

幕
府
の
当
初
の
原
則
は
、
日
本
船
籍
を
示
す
日
の
丸
の
幟

を
立
て
さ
せ
た
上
で
、
幕
府
と
諸
藩
の
大
艦
識
別
の
た
め
、

白
布
の
帆
を
禁
止
し
、
各
自
で
帆
印
を
定
め
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
前
に
帆
印
と
船
印
を
届
け
出
る
よ

う
命
じ
た
が
、
船
印
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
形

で
掲
げ
る
か
、
あ
る
い
は
帆
柱
上
に
何
を
掲
げ
る
か
は
特
に

指
示
が
な
い
。

ま
た
完
成
後
は
、
乗
組
人
数
や
運
行
の
航
路
を
届
け
出
る

よ
う
義
務
づ
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
勘
定
奉
行
に
届
け
出
、

勘
定
奉
行
が
通
行
す
る
大
艦
の
特
徴
を
記
し
た
浦
触
を
諸
国

に
伝
達
す
る
。
し
か
し
、
安
政
四
年
十
二
月
、
浦
触
に
よ
る

通
知
方
法
を
止
め
、
以
後
、
日
の
丸
幟
で
日
本
船
と
判
断
す

る
よ
う
通
達
し
て
い
る

。

安
政
六
年
一
月
令

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
、
幕
府

は
日
の
丸
の
掲
げ
方
に
関
し
、
従
来
の
幟
を
立
て
る
方
法
を

改
め
、
艫
綱
に
日
の
丸
を
掲
げ
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、

今
後
は
帆
に
白
布
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
幕
府
軍
艦
は
「
中

図１ 鳳凰丸（上）と旭日丸（下）
写真：船の科学館提供

の
が
密
用
方
で
あ
っ
た
。
密
用
方
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、

七
代
藩
主
重
就
の
時
に
設
置
さ
れ
た
役
所
で
、
成
立
期
に
は

主
に
重
就
の
、
の
ち
に
は
藩
の
指
示
を
受
け
、
藩
、
毛
利
家
、

家
臣
の
歴
史
、
本
支
藩
関
係
の
経
緯
、
対
幕
府
関
係
（
国
目

付
来
藩
等
）
の
先
例
な
ど
、
藩
政
上
の
重
要
課
題
に
対
応
し

た
調
査
、
記
録
作
成
を
担
当
し
た
。
江
戸
・
国
元
役
所
の
必

要
な
文
書
記
録
を
閲
覧
で
き
、
藩
全
体
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機

能
を
有
し
た
御
宝
蔵
の
所
蔵
文
書
も
調
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
た

。
密
用
方
の
知
識
、
情
報
力
の
源
泉
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。
筆
者
は
一
貫
し
て
密
用
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

丙
辰
丸
の
「
御
船
御
印
物
」
決
定
に
係
る
動
向
は
、
幕
末
期

の
密
用
方
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
結
果
的
に
密
用
方
の
意

見
す
べ
て
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
検
討
過
程
を

示
す
文
書
か
ら
は
、
密
用
方
が
帆
印
や
船
印
を
決
め
る
際
に

ど
の
よ
う
に
考
え
、
何
を
重
視
し
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
の
点
も
小
稿
を
記
す
理
由
で
あ
る
。

な
お
、
小
川
の
研
究
を
参
考
に
、
関
連
す
る
範
囲
で
丙
辰

丸
製
造
の
経
緯
を
ま
と
め
て
お
く
。
君
沢
型
帆
船
（
ス
ク
ー

ネ
ル
船
）
建
造
に
通
じ
た
船
大
工
招
聘
に
成
功
し
た
萩
藩
は
、

安
政
三
年
五
月
、
萩
小
畑
浦
の
恵
美
須
ヶ
鼻
に
造
船
所
建
設

を
始
め
、
同
月
末
か
ら
バ
ッ
テ
ー
ラ
船

（
端
艇
）
製
造
を
開

始
、
六
月
末
に
完
成
さ
せ
た
。
続
い
て
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造

を
開
始
す
る
。
幕
府
へ
提
出
す
る
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺

書
の
準
備
は
六
月
よ
り
始
め
、
九
月
十
一
日
付
け
で
提
出
、

同
二
十
八
日
付
け
で
承
認
さ
れ
た
。
十
二
月
十
七
日
に
進
水

式
、
翌
四
年
一
月
に
檣
が
立
ち
、
二
月
十
七
日
藩
主
敬
親
観

覧
下
で
試
運
転
が
行
わ
れ
た
。
三
月
二
十
九
日
、
艦
は
丙
辰

丸
と
命
名
さ
れ
る
。
五
月
二
十
三
日
に
見
島
へ
の
初
航
海
、

閏
五
月
に
大
坂
へ
の
長
期
航
海
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一

大
艦
の
帆
印
・
船
印
に
関
す
る
幕
府
の
通
達

ま
ず
、
丙
辰
丸
の
図
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
な
る
、
幕

末
期
に
お
け
る
大
艦
の
帆
印
や
船
印
に
関
す
る
幕
府
の
通
達

を
み
て
お
き
た
い
。

嘉
永
七
年
七
月
令

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
・
一
八
五
四
）

七
月
、
幕
府
は
諸
藩
に
対
し
、
外
国
船
と
識
別
す
る
「
日
本

惣
船
印
」
と
し
て
、
大
艦
に
「
白
地
日
の
丸
幟
」
を
掲
げ
る

よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
の
丸
は
国
旗
と
し
て
国
際

的
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る

。
加
え
て
、
①
幕
府
軍
艦
は
中

柱
に
「
白
紺
布
交
之
吹
貫
」
を
掲
げ
、
帆
は
「
白
地
中
黒
」

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
六



と
し
、
一
方
、
諸
大
名
の
大
艦
は
、
②
帆
に
白
布
を
用
い
な

い
、
③
遠
方
か
ら
区
別
で
き
る
帆
印
を
各
藩
が
定
め
る
、
④

帆
印
・
船
印
は
事
前
に
幕
府
へ
届
け
出
る
、
⑤
艦
完
成
後
、

乗
組
人
数
、
運
用
時
の
航
路
な
ど
を
事
前
に
幕
府
へ
届
け
出

る
、
な
ど
を
命
じ
た

。

図
１
上
は
安
政
元
年
に
完
成
し
た
幕
府
初
の
洋
式
軍
艦

鳳
凰
丸
（
模
型
）
で
あ
る
。
艫
に
日
の
丸
の
幟
、
艫
帆
柱
に

吹
き
流
し
、
帆
は
白
地
に
横
筋
の
入
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
こ
れ

が
「
白
地
中
黒
」
模
様
で
あ
っ
た
。
図
１
下
は
水
戸
藩
の
旭

日
丸
（
安
政
三
年
五
月
竣
工
）
で
あ
る
。
幕
府
は
安
政
三
年

七
月
、
水
戸
藩
「
大
船
」
が
「
中
黒
之
帆
印
、
日
之
丸
幟
相

立
」
航
行
す
る
と
通
達
し
て
お
り

、
旭
日
丸
も
幕
府
艦
と
同

様
の
帆
印
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

幕
府
の
当
初
の
原
則
は
、
日
本
船
籍
を
示
す
日
の
丸
の
幟

を
立
て
さ
せ
た
上
で
、
幕
府
と
諸
藩
の
大
艦
識
別
の
た
め
、

白
布
の
帆
を
禁
止
し
、
各
自
で
帆
印
を
定
め
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
前
に
帆
印
と
船
印
を
届
け
出
る
よ

う
命
じ
た
が
、
船
印
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
形

で
掲
げ
る
か
、
あ
る
い
は
帆
柱
上
に
何
を
掲
げ
る
か
は
特
に

指
示
が
な
い
。

ま
た
完
成
後
は
、
乗
組
人
数
や
運
行
の
航
路
を
届
け
出
る

よ
う
義
務
づ
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
勘
定
奉
行
に
届
け
出
、

勘
定
奉
行
が
通
行
す
る
大
艦
の
特
徴
を
記
し
た
浦
触
を
諸
国

に
伝
達
す
る
。
し
か
し
、
安
政
四
年
十
二
月
、
浦
触
に
よ
る

通
知
方
法
を
止
め
、
以
後
、
日
の
丸
幟
で
日
本
船
と
判
断
す

る
よ
う
通
達
し
て
い
る

。

安
政
六
年
一
月
令

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
、
幕
府

は
日
の
丸
の
掲
げ
方
に
関
し
、
従
来
の
幟
を
立
て
る
方
法
を

改
め
、
艫
綱
に
日
の
丸
を
掲
げ
る
よ
う
指
示
し
た
。
ま
た
、

今
後
は
帆
に
白
布
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
幕
府
軍
艦
は
「
中

図１ 鳳凰丸（上）と旭日丸（下）
写真：船の科学館提供

の
が
密
用
方
で
あ
っ
た
。
密
用
方
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、

七
代
藩
主
重
就
の
時
に
設
置
さ
れ
た
役
所
で
、
成
立
期
に
は

主
に
重
就
の
、
の
ち
に
は
藩
の
指
示
を
受
け
、
藩
、
毛
利
家
、

家
臣
の
歴
史
、
本
支
藩
関
係
の
経
緯
、
対
幕
府
関
係
（
国
目

付
来
藩
等
）
の
先
例
な
ど
、
藩
政
上
の
重
要
課
題
に
対
応
し

た
調
査
、
記
録
作
成
を
担
当
し
た
。
江
戸
・
国
元
役
所
の
必

要
な
文
書
記
録
を
閲
覧
で
き
、
藩
全
体
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機

能
を
有
し
た
御
宝
蔵
の
所
蔵
文
書
も
調
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
た

。
密
用
方
の
知
識
、
情
報
力
の
源
泉
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。
筆
者
は
一
貫
し
て
密
用
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

丙
辰
丸
の
「
御
船
御
印
物
」
決
定
に
係
る
動
向
は
、
幕
末
期

の
密
用
方
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
結
果
的
に
密
用
方
の
意

見
す
べ
て
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
検
討
過
程
を

示
す
文
書
か
ら
は
、
密
用
方
が
帆
印
や
船
印
を
決
め
る
際
に

ど
の
よ
う
に
考
え
、
何
を
重
視
し
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
の
点
も
小
稿
を
記
す
理
由
で
あ
る
。

な
お
、
小
川
の
研
究
を
参
考
に
、
関
連
す
る
範
囲
で
丙
辰

丸
製
造
の
経
緯
を
ま
と
め
て
お
く
。
君
沢
型
帆
船
（
ス
ク
ー

ネ
ル
船
）
建
造
に
通
じ
た
船
大
工
招
聘
に
成
功
し
た
萩
藩
は
、

安
政
三
年
五
月
、
萩
小
畑
浦
の
恵
美
須
ヶ
鼻
に
造
船
所
建
設

を
始
め
、
同
月
末
か
ら
バ
ッ
テ
ー
ラ
船

（
端
艇
）
製
造
を
開

始
、
六
月
末
に
完
成
さ
せ
た
。
続
い
て
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造

を
開
始
す
る
。
幕
府
へ
提
出
す
る
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺

書
の
準
備
は
六
月
よ
り
始
め
、
九
月
十
一
日
付
け
で
提
出
、

同
二
十
八
日
付
け
で
承
認
さ
れ
た
。
十
二
月
十
七
日
に
進
水

式
、
翌
四
年
一
月
に
檣
が
立
ち
、
二
月
十
七
日
藩
主
敬
親
観

覧
下
で
試
運
転
が
行
わ
れ
た
。
三
月
二
十
九
日
、
艦
は
丙
辰

丸
と
命
名
さ
れ
る
。
五
月
二
十
三
日
に
見
島
へ
の
初
航
海
、

閏
五
月
に
大
坂
へ
の
長
期
航
海
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一

大
艦
の
帆
印
・
船
印
に
関
す
る
幕
府
の
通
達

ま
ず
、
丙
辰
丸
の
図
を
理
解
す
る
上
で
必
要
と
な
る
、
幕

末
期
に
お
け
る
大
艦
の
帆
印
や
船
印
に
関
す
る
幕
府
の
通
達

を
み
て
お
き
た
い
。

嘉
永
七
年
七
月
令

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
・
一
八
五
四
）

七
月
、
幕
府
は
諸
藩
に
対
し
、
外
国
船
と
識
別
す
る
「
日
本

惣
船
印
」
と
し
て
、
大
艦
に
「
白
地
日
の
丸
幟
」
を
掲
げ
る

よ
う
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
の
丸
は
国
旗
と
し
て
国
際

的
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る

。
加
え
て
、
①
幕
府
軍
艦
は
中

柱
に
「
白
紺
布
交
之
吹
貫
」
を
掲
げ
、
帆
は
「
白
地
中
黒
」

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
七



図
Ｃ
は
三
三×

四
五
㎝
。
船
体
側
面
を
描
く
。
図
右
上
に

は
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
之
新
図
」
と
あ
る
が
、「
之
新
図
」
の

文
字
に
抹
消
記
号
が
入
り
「
仕
直
之
図
」
と
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
横
に
図
Ｂ
と
同
じ
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

旗
は
着
色
だ
が
船
体
は
無
色
で
あ
る
。
安
政
六
年
一
月
令
に

従
い
白
帆
、
後
方
の
艫
綱
に
日
の
丸
が
掲
げ
ら
れ
る
。
帆
柱

上
に
は
前
方
に
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
、
後
方
に
図
Ｂ
同
様
一
文

字
三
ツ
星
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

図
Ｂ
・
Ｃ
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
大
艦
製
造
一
件

沙
汰
控
」
中
、
安
政
六
年
六
月
に
萩
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た

庚
申
丸

、
、
、
の
製
造
伺
の
箇
所
で
あ
る
。
同
所
に
は
庚
申
丸
の
図

「
大
艦
之
図
」
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。「
大
艦
之
図
」
が
こ
こ

に
あ
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
、
図
Ｂ
・
Ｃ
が
庚

申
丸
の
製
造
伺
に
添
付
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
錯
簡
で
は
な

く
、
記
録
の
編
綴
者
が
参
考
の
た
め
こ
こ
に
ま
と
め
て
綴
じ

込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
本
来
的
な
位
置
は
ど
こ
か
。

「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」
に
は
、
右
の
箇
所
か
ら
一
〇

丁
ほ
ど
後
に
、
次
に
示
す
丙
辰
丸

、
、
、
の
帆
印
変
更
と
船
体
改
造

の
伺
書
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
安
政
六
年
十
二
月
十
一
日
付

け
で
萩
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

去
ル
辰
年
於
国
許
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
試
ニ
製
作
仕
候
付
、

帆
之
儀
者
白
地
紺
染
竪
筋

替
帆
験
ニ
仕
度
段
、
其
節
堀

田
備
中
守
殿
江
図
面
差
添
相
伺
候
処
、
可
為
伺
之
通
候
、

尤
出
来
之
上
者
通
船
之
場
所
浦
触
之
儀
御
勘
定
奉
行
江

可
談
旨
御
付
札
を
以
被
仰
出
候
、
然
処
当
正
月
御
触
達
之

旨
ニ
付
、
白
布
之
帆
ニ
相
改
度
奉
存
候
、
尤
運
用
方
不
便

利
有
之
、
図
面
之
通
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
、
舷
壱
尺
通
り

継
足
、
船
験
建
所
を
も
相
改
、
赤
色
之
剱
形
旗
差
添
相
用

度
、
此
段
奉
伺
候
、
以
上

十
二
月
十
一
日

御
名

帆
印
変
更
は
、
一
で
み
た
よ
う
に
同
年
一
月
令
で
幕
府
が
方

針
を
変
更
し
、
大
艦
の
帆
に
「
白
布
之
帆
」
使
用
を
指
示
し

た
こ
と
に
よ
る
。
一
方
、
船
体
改
造
は
、
丙
辰
丸
の
「
運
用

方
不
便
利
」（
運
用
上
の
不
都
合
な
点
）
を
修
正
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
」
、
「
舷
壱
尺

通
り
継
足
」
、「
船
験
建
所
」
の
変
更
、「
赤
色
之
剱
形
旗
」
の

追
加
な
ど
で

、
伺
書
に
は
「
図
面
之
通
」
と
さ
れ
て
い
る
。

改
造
後
を
示
す
こ
の
「
図
面
」
が
、
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

之
仕
直
之
図

、
、
、
、
」
と
あ
り
、
「
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
」
「
赤
色
之

剱
形
旗
」
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
図
Ｃ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

（
安
政
三
年
）

（
安
政
六
年
）

（
安
政
六
年
）

黒
之
細
旗
」
を
中
帆
柱
に
掲
げ
る
と
し
た
。
諸
藩
へ
は
、
船

印
は
幕
府
の
も
の
と
ま
ぎ
れ
な
い
よ
う
雛
形
を
示
し
て
前
も

っ
て
伺
い
出
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

。

こ
の
通
達
で
、
帆
に
白
布
を
用
い
る
と
さ
れ
た
点
が
若
干

混
乱
を
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。
萩
藩
は
、
通
達
が
幕
府
艦
に

限
定
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
諸
藩
大
艦
の
帆
も
白
布
と
せ

よ
と
い
う
意
味
な
の
か
判
断
に
迷
い
、
同
年
五
月
、
公
儀
人

を
通
じ
、「
白
布
之
帆
者
公
儀
御
用
相
成
、
諸
家
ニ
お
ゐ
て
も

白
布
相
用
候
様
と
の
御
儀
ニ
御
座
候
哉
、
為
念
、
、
奉
伺
候
」
と

大
目
付
に
問
合
わ
せ
て
い
る
。
す
で
に
運
行
中
の
丙
辰
丸
は

嘉
永
七
年
一
月
令
に
従
っ
て
白
帆
を
用
い
ず
、「
白
地
ニ
紺
染

替
竪
筋
」
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
大
目
付
か
ら
は
「
書

面
之
通
」
、
す
な
わ
ち
諸
藩
も
白
帆
を
用
い
る
よ
う
に
と
回
答

が
あ
り
、
萩
藩
は
白
帆
使
用
を
改
め
て
幕
府
に
伺
い
出
る
こ

と
と
な
る
（
後
述
）

。
安
政
六
年
一
月
令
は
、
嘉
永
七
年

七
月
令
の
方
針
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

万
延
元
年
十
一
月
令

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月
、

幕
府
は
、
今
後
大
艦
の
帆
は
、
白
布
で
も
、
家
の
印
や
紋
を

入
れ
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
通
達
し
、
帆
の
デ
ザ
イ
ン
を

各
家
の
自
由
と
し
た
。
た
だ
し
、
日
の
丸
を
艫
綱
に
掲
げ
る

こ
と
と
、
船
印
の
届
け
出
は
従
来
通
り
と
し
て
い
る

。

文
久
三
年
八
月
令

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、「
御
軍

艦
」
は
「
御
国
印
」
で
あ
る
日
の
丸
の
ほ
か
、「
白
地
中
黒
之

旗
」
を
常
に
大
帆
柱
上
に
掲
げ
る
と
通
知
し
て
い
る
。「
御
軍

艦
」
と
あ
る
の
で
幕
府
艦
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二

三
枚
の
丙
辰
丸
の
図

図
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
概
要
を
述
べ
る
。

（
一
）
図
Ｂ
と
図
Ｃ

図
Ｂ
は
三
一×

四
三
㎝
、
図
Ａ
の
１
／
４
ほ
ど
の
大
き
さ

で
あ
る
。
図
右
上
に
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
之
古
図
」
と
あ
り
、

つ
づ
い
て
船
体
寸
法
が
「
惣
長
八
丈
壱
尺
」「
肩
弐
丈
壱
寸
五

歩
」「
深
サ
壱
丈
三
寸
」
と
記
さ
れ
る
。
帆
・
幟
・
旗
は
着
色

だ
が
船
体
は
一
部
を
除
き
無
色
で
あ
る
。
船
体
各
所
の
描
写

は
図
Ａ
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
。
帆
は
図
Ａ
同
様
「
白
地
ニ
紺

染

替
竪
筋
」
の
デ
ザ
イ
ン
。
前
方
帆
柱
上
に
日
の
丸
、
後

方
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
。
船
体
後
方
、
艫

左
側
に
日
の
丸
の
幟
お
よ
び
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
と
提
灯
、

右
側
に
日
の
丸
の
提
灯
が
描
か
れ
る
。
艫
に
日
の
丸
の
幟
を

掲
げ
る
点
は
嘉
永
七
年
七
月
令
の
通
り
で
あ
る
。

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
八



図
Ｃ
は
三
三×

四
五
㎝
。
船
体
側
面
を
描
く
。
図
右
上
に

は
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
之
新
図
」
と
あ
る
が
、「
之
新
図
」
の

文
字
に
抹
消
記
号
が
入
り
「
仕
直
之
図
」
と
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
横
に
図
Ｂ
と
同
じ
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

旗
は
着
色
だ
が
船
体
は
無
色
で
あ
る
。
安
政
六
年
一
月
令
に

従
い
白
帆
、
後
方
の
艫
綱
に
日
の
丸
が
掲
げ
ら
れ
る
。
帆
柱

上
に
は
前
方
に
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
、
後
方
に
図
Ｂ
同
様
一
文

字
三
ツ
星
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

図
Ｂ
・
Ｃ
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
大
艦
製
造
一
件

沙
汰
控
」
中
、
安
政
六
年
六
月
に
萩
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た

庚
申
丸

、
、
、
の
製
造
伺
の
箇
所
で
あ
る
。
同
所
に
は
庚
申
丸
の
図

「
大
艦
之
図
」
も
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。「
大
艦
之
図
」
が
こ
こ

に
あ
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
、
図
Ｂ
・
Ｃ
が
庚

申
丸
の
製
造
伺
に
添
付
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
錯
簡
で
は
な

く
、
記
録
の
編
綴
者
が
参
考
の
た
め
こ
こ
に
ま
と
め
て
綴
じ

込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
本
来
的
な
位
置
は
ど
こ
か
。

「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」
に
は
、
右
の
箇
所
か
ら
一
〇

丁
ほ
ど
後
に
、
次
に
示
す
丙
辰
丸

、
、
、
の
帆
印
変
更
と
船
体
改
造

の
伺
書
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
安
政
六
年
十
二
月
十
一
日
付

け
で
萩
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

去
ル
辰
年
於
国
許
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
試
ニ
製
作
仕
候
付
、

帆
之
儀
者
白
地
紺
染
竪
筋

替
帆
験
ニ
仕
度
段
、
其
節
堀

田
備
中
守
殿
江
図
面
差
添
相
伺
候
処
、
可
為
伺
之
通
候
、

尤
出
来
之
上
者
通
船
之
場
所
浦
触
之
儀
御
勘
定
奉
行
江

可
談
旨
御
付
札
を
以
被
仰
出
候
、
然
処
当
正
月
御
触
達
之

旨
ニ
付
、
白
布
之
帆
ニ
相
改
度
奉
存
候
、
尤
運
用
方
不
便

利
有
之
、
図
面
之
通
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
、
舷
壱
尺
通
り

継
足
、
船
験
建
所
を
も
相
改
、
赤
色
之
剱
形
旗
差
添
相
用

度
、
此
段
奉
伺
候
、
以
上

十
二
月
十
一
日

御
名

帆
印
変
更
は
、
一
で
み
た
よ
う
に
同
年
一
月
令
で
幕
府
が
方

針
を
変
更
し
、
大
艦
の
帆
に
「
白
布
之
帆
」
使
用
を
指
示
し

た
こ
と
に
よ
る
。
一
方
、
船
体
改
造
は
、
丙
辰
丸
の
「
運
用

方
不
便
利
」（
運
用
上
の
不
都
合
な
点
）
を
修
正
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
」
、
「
舷
壱
尺

通
り
継
足
」
、「
船
験
建
所
」
の
変
更
、「
赤
色
之
剱
形
旗
」
の

追
加
な
ど
で

、
伺
書
に
は
「
図
面
之
通
」
と
さ
れ
て
い
る
。

改
造
後
を
示
す
こ
の
「
図
面
」
が
、
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

之
仕
直
之
図

、
、
、
、
」
と
あ
り
、
「
片
帆
を
真
帆
ニ
仕
替
」
「
赤
色
之

剱
形
旗
」
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
図
Ｃ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

（
安
政
三
年
）

（
安
政
六
年
）

（
安
政
六
年
）

黒
之
細
旗
」
を
中
帆
柱
に
掲
げ
る
と
し
た
。
諸
藩
へ
は
、
船

印
は
幕
府
の
も
の
と
ま
ぎ
れ
な
い
よ
う
雛
形
を
示
し
て
前
も

っ
て
伺
い
出
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

。

こ
の
通
達
で
、
帆
に
白
布
を
用
い
る
と
さ
れ
た
点
が
若
干

混
乱
を
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。
萩
藩
は
、
通
達
が
幕
府
艦
に

限
定
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
諸
藩
大
艦
の
帆
も
白
布
と
せ

よ
と
い
う
意
味
な
の
か
判
断
に
迷
い
、
同
年
五
月
、
公
儀
人

を
通
じ
、「
白
布
之
帆
者
公
儀
御
用
相
成
、
諸
家
ニ
お
ゐ
て
も

白
布
相
用
候
様
と
の
御
儀
ニ
御
座
候
哉
、
為
念
、
、
奉
伺
候
」
と

大
目
付
に
問
合
わ
せ
て
い
る
。
す
で
に
運
行
中
の
丙
辰
丸
は

嘉
永
七
年
一
月
令
に
従
っ
て
白
帆
を
用
い
ず
、「
白
地
ニ
紺
染

替
竪
筋
」
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
大
目
付
か
ら
は
「
書

面
之
通
」
、
す
な
わ
ち
諸
藩
も
白
帆
を
用
い
る
よ
う
に
と
回
答

が
あ
り
、
萩
藩
は
白
帆
使
用
を
改
め
て
幕
府
に
伺
い
出
る
こ

と
と
な
る
（
後
述
）

。
安
政
六
年
一
月
令
は
、
嘉
永
七
年

七
月
令
の
方
針
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

万
延
元
年
十
一
月
令

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月
、

幕
府
は
、
今
後
大
艦
の
帆
は
、
白
布
で
も
、
家
の
印
や
紋
を

入
れ
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
通
達
し
、
帆
の
デ
ザ
イ
ン
を

各
家
の
自
由
と
し
た
。
た
だ
し
、
日
の
丸
を
艫
綱
に
掲
げ
る

こ
と
と
、
船
印
の
届
け
出
は
従
来
通
り
と
し
て
い
る

。

文
久
三
年
八
月
令

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
、「
御
軍

艦
」
は
「
御
国
印
」
で
あ
る
日
の
丸
の
ほ
か
、「
白
地
中
黒
之

旗
」
を
常
に
大
帆
柱
上
に
掲
げ
る
と
通
知
し
て
い
る
。「
御
軍

艦
」
と
あ
る
の
で
幕
府
艦
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二

三
枚
の
丙
辰
丸
の
図

図
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
概
要
を
述
べ
る
。

（
一
）
図
Ｂ
と
図
Ｃ

図
Ｂ
は
三
一×

四
三
㎝
、
図
Ａ
の
１
／
４
ほ
ど
の
大
き
さ

で
あ
る
。
図
右
上
に
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
之
古
図
」
と
あ
り
、

つ
づ
い
て
船
体
寸
法
が
「
惣
長
八
丈
壱
尺
」「
肩
弐
丈
壱
寸
五

歩
」「
深
サ
壱
丈
三
寸
」
と
記
さ
れ
る
。
帆
・
幟
・
旗
は
着
色

だ
が
船
体
は
一
部
を
除
き
無
色
で
あ
る
。
船
体
各
所
の
描
写

は
図
Ａ
ほ
ど
詳
細
で
は
な
い
。
帆
は
図
Ａ
同
様
「
白
地
ニ
紺

染

替
竪
筋
」
の
デ
ザ
イ
ン
。
前
方
帆
柱
上
に
日
の
丸
、
後

方
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
。
船
体
後
方
、
艫

左
側
に
日
の
丸
の
幟
お
よ
び
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
と
提
灯
、

右
側
に
日
の
丸
の
提
灯
が
描
か
れ
る
。
艫
に
日
の
丸
の
幟
を

掲
げ
る
点
は
嘉
永
七
年
七
月
令
の
通
り
で
あ
る
。

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

二
九



は
、
現
状
で
は
、
両
方
の
帆
を
め
く
っ
た
下
に
、
別
パ
ー
ツ

の
日
の
丸
の
幟
、
一
文
字
三
ツ
星
の
提
灯
が
一
つ
ず
つ
貼
り

付
い
て
い
る
（
図
２
）
。
図
Ａ
で
は
、
幟
や
提
灯
は
書
き
入
れ

で
は
な
く
別
パ
ー
ツ
と
さ
れ
、
そ
れ
を
貼
り
付
け
る
形
で
あ

っ
た
。
い
つ
の
時
点
か
ら
か
現
在
の
位
置
に
誤
っ
て
貼
り
付

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
図
Ａ
と
図
Ｂ
の
関
係
性

図
Ｂ
は
、
安
政
六
年
十
二
月
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
丙
辰

丸
の
帆
印
変
更
・
船
体
改
造
の
伺
書
に
添
付
さ
れ
た
丙
辰
丸

の
現
状
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
だ
つ
安
政
三
年
九
月
、
萩
藩

が
幕
府
に
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
建
造
伺
を
提
出
し
た
際
に
も
艦

の
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
今
回
萩
藩
が
伺
書
に
添

付
す
る
図
は
、
こ
の
製
造
伺
提
出
時
・
安
政
三
年
と
同
じ
図
、

少
な
く
と
も
識
別
上
重
要
な
帆
印
、
船
印
、
帆
柱
上
の
旗
の

形
、
デ
ザ
イ
ン
、
位
置
な
ど
が
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
（
違

っ
て
い
れ
ば
差
し
戻
さ
れ
る
）
。
図
Ｂ
は
、
萩
藩
・
幕
府
間
で

認
識
が
共
有
さ
れ
る
丙
辰
丸
の
姿
、
両
者
が
了
解
す
る
丙
辰

丸
の
公
式
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
Ａ
は
全
体
に
着
色
さ
れ
、
描
写
も
詳
細
、
可
動
式
の

帆
・
旗
な
ど
、
図
Ｂ
と
比
べ
非
常
に
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
萩
藩
・
幕
府
間
で
の
公
式
図
が
図
Ｂ
で
あ

る
以
上
、
描
写
の
異
な
る
図
Ａ
は
艦
の
公
式
図
と
は
い
え
な

い
。
図
Ａ
は
、
萩
藩
が
幕
府
へ
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
を
正

式
に
提
出
す
る
以
前
に
作
成
し
た
も
の
で
、
提
出
ま
で
の
交

渉
過
程
で
幕
府
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
図
Ｂ
へ
と
修
正
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
、

安
政
三
年
の
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
の
提
出
過
程
、
お
よ

び
そ
れ
以
前
の
帆
印
や
旗
な
ど
の
検
討
過
程
に
つ
い
て
三
・

四
で
検
討
す
る
。

三

ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
の
提
出
過
程

安
政
三
年
八
～
九
月
、
萩
藩
は
幕
府
へ
の
ス
ク
ー
ネ
ル
船

製
造
伺
書
の
提
出
に
か
か
る
最
終
作
業
を
進
め
る
。
そ
の
過

程
は
、
藩
主
と
と
も
に
萩
に
帰
国
中
の
当
役
浦
靫
負
と
江
戸

藩
邸
の
役
人
（
江
戸
加
判
役
・
江
戸
留
守
居
・
公
儀
人
）
の

間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
か
ら
判
明
す
る

。

九
月
十
八
日
、
当
役
浦
が
江
戸
の
江
戸
加
判
役
・
留
守
居
・

公
儀
人
に
宛
て
、
書
状
と
と
も
に
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺

の
案
文
と
図
面
（
控
え
共
二
通
）
を
送
っ
て
い
る
。
浦
は
六

月
江
戸
方
に
命
じ
、
伺
書
の
提
出
に
関
し
、
御
内
用
先
の
幕

な
い
。
と
す
れ
ば
、
図
Ｃ
と
対
比
的
に
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

之
古
図
、
、
」
と
あ
る
図
Ｂ
は
、
改
造
前
、
す
な
わ
ち
現
在
の
丙

辰
丸
を
示
す
図
と
し
て
同
様
に
添
付
さ
れ
た
参
考
図
で
あ
ろ

う
。
図
Ｂ
・
Ｃ
は
、
安
政
六
年
十
二
月
十
一
日
付
で
萩
藩
が

幕
府
へ
提
出
し
た
丙
辰
丸
の
帆
印
変
更
・
船
体
改
造
の
伺
書

に
添
付
さ
れ
た
図
で
あ
り
、
本
来
こ
の
伺
書
の
箇
所
に
綴
じ

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

伺
書
は
萩
藩
公
儀
人
か
ら
幕
府
外
国
御
用
掛
に
提
出
さ

れ
、
同
月
晦
日
に
許
可
さ
れ
た
（
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
は
不
許

可
）

。
し
か
し
、
改
修
費
用
の
工
面
が
付
か
ず
、
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
二
月
九
日
、
当
職
所
役
人
か
ら
御
用
所
役

人
へ
改
造
中
止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
「
鼻
々
御
入
費
相
湊
候

事
ニ
付
、
右
作
事
ハ
不
差
向
ニ
付
先
見
合
候
て
可
然
」
）

。

結
局
こ
の
時
は
、
帆
を
「
竪
筋

替
」
か
ら
「
白
帆
」
へ
変

更
す
る
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
図
Ａ

図
Ａ
は
八
七×

一
〇
四
㎝
。
全
体
に
彩
色
が
施
さ
れ
、
船

体
各
所
は
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
写
真
で
は
わ
か
り
に
く

い
が
、
帆
は
可
動
式
で
帆
を
め
く
っ
た
下
に
も
船
体
が
描
か

れ
て
い
る
。
後
方
の
帆
柱
に
掲
げ
ら
れ
た
日
の
丸
、
帆
桁
に

掲
げ
ら
れ
た
一

文
字
三
ツ
星
の

旗
も
可
動
式
で

あ
る
（
前
方
の

帆
柱
上
の
一
文

字
三
ツ
星
の
旗

は
書
き
入
れ
）
。

図

Ａ

を

図

Ｂ
と
比
較
す
る

と
、
①
帆
上
に

掲
げ
る
一
文
字

三
ツ
星
と
日
の

丸
の
位
置
が
違

う
（
図
Ａ
は
一

文
字
三
ツ
星
が

前
、
日
の
丸
が

後
。
図
Ｂ
は
逆
）
、

②
帆
桁
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
を
掲
げ
て
い
る
（
図
Ｂ
に
は

な
い
）
、
③
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
な
い
、
④
艫
に
幟
と
提

灯
が
な
い
、
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
④
に
関
し
て 図２ 前方帆の下の「日の丸」（左・矢印）と後方帆の下の提灯（右・矢印）

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

三
〇



は
、
現
状
で
は
、
両
方
の
帆
を
め
く
っ
た
下
に
、
別
パ
ー
ツ

の
日
の
丸
の
幟
、
一
文
字
三
ツ
星
の
提
灯
が
一
つ
ず
つ
貼
り

付
い
て
い
る
（
図
２
）
。
図
Ａ
で
は
、
幟
や
提
灯
は
書
き
入
れ

で
は
な
く
別
パ
ー
ツ
と
さ
れ
、
そ
れ
を
貼
り
付
け
る
形
で
あ

っ
た
。
い
つ
の
時
点
か
ら
か
現
在
の
位
置
に
誤
っ
て
貼
り
付

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
図
Ａ
と
図
Ｂ
の
関
係
性

図
Ｂ
は
、
安
政
六
年
十
二
月
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
丙
辰

丸
の
帆
印
変
更
・
船
体
改
造
の
伺
書
に
添
付
さ
れ
た
丙
辰
丸

の
現
状
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
だ
つ
安
政
三
年
九
月
、
萩
藩

が
幕
府
に
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
建
造
伺
を
提
出
し
た
際
に
も
艦

の
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
今
回
萩
藩
が
伺
書
に
添

付
す
る
図
は
、
こ
の
製
造
伺
提
出
時
・
安
政
三
年
と
同
じ
図
、

少
な
く
と
も
識
別
上
重
要
な
帆
印
、
船
印
、
帆
柱
上
の
旗
の

形
、
デ
ザ
イ
ン
、
位
置
な
ど
が
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
（
違

っ
て
い
れ
ば
差
し
戻
さ
れ
る
）
。
図
Ｂ
は
、
萩
藩
・
幕
府
間
で

認
識
が
共
有
さ
れ
る
丙
辰
丸
の
姿
、
両
者
が
了
解
す
る
丙
辰

丸
の
公
式
図
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
Ａ
は
全
体
に
着
色
さ
れ
、
描
写
も
詳
細
、
可
動
式
の

帆
・
旗
な
ど
、
図
Ｂ
と
比
べ
非
常
に
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
萩
藩
・
幕
府
間
で
の
公
式
図
が
図
Ｂ
で
あ

る
以
上
、
描
写
の
異
な
る
図
Ａ
は
艦
の
公
式
図
と
は
い
え
な

い
。
図
Ａ
は
、
萩
藩
が
幕
府
へ
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
を
正

式
に
提
出
す
る
以
前
に
作
成
し
た
も
の
で
、
提
出
ま
で
の
交

渉
過
程
で
幕
府
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
図
Ｂ
へ
と
修
正
し
て

い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
、

安
政
三
年
の
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
の
提
出
過
程
、
お
よ

び
そ
れ
以
前
の
帆
印
や
旗
な
ど
の
検
討
過
程
に
つ
い
て
三
・

四
で
検
討
す
る
。

三

ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
の
提
出
過
程

安
政
三
年
八
～
九
月
、
萩
藩
は
幕
府
へ
の
ス
ク
ー
ネ
ル
船

製
造
伺
書
の
提
出
に
か
か
る
最
終
作
業
を
進
め
る
。
そ
の
過

程
は
、
藩
主
と
と
も
に
萩
に
帰
国
中
の
当
役
浦
靫
負
と
江
戸

藩
邸
の
役
人
（
江
戸
加
判
役
・
江
戸
留
守
居
・
公
儀
人
）
の

間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
か
ら
判
明
す
る

。

九
月
十
八
日
、
当
役
浦
が
江
戸
の
江
戸
加
判
役
・
留
守
居
・

公
儀
人
に
宛
て
、
書
状
と
と
も
に
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺

の
案
文
と
図
面
（
控
え
共
二
通
）
を
送
っ
て
い
る
。
浦
は
六

月
江
戸
方
に
命
じ
、
伺
書
の
提
出
に
関
し
、
御
内
用
先
の
幕

な
い
。
と
す
れ
ば
、
図
Ｃ
と
対
比
的
に
「
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

之
古
図
、
、
」
と
あ
る
図
Ｂ
は
、
改
造
前
、
す
な
わ
ち
現
在
の
丙

辰
丸
を
示
す
図
と
し
て
同
様
に
添
付
さ
れ
た
参
考
図
で
あ
ろ

う
。
図
Ｂ
・
Ｃ
は
、
安
政
六
年
十
二
月
十
一
日
付
で
萩
藩
が

幕
府
へ
提
出
し
た
丙
辰
丸
の
帆
印
変
更
・
船
体
改
造
の
伺
書

に
添
付
さ
れ
た
図
で
あ
り
、
本
来
こ
の
伺
書
の
箇
所
に
綴
じ

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

伺
書
は
萩
藩
公
儀
人
か
ら
幕
府
外
国
御
用
掛
に
提
出
さ

れ
、
同
月
晦
日
に
許
可
さ
れ
た
（
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
は
不
許

可
）

。
し
か
し
、
改
修
費
用
の
工
面
が
付
か
ず
、
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
二
月
九
日
、
当
職
所
役
人
か
ら
御
用
所
役

人
へ
改
造
中
止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
「
鼻
々
御
入
費
相
湊
候

事
ニ
付
、
右
作
事
ハ
不
差
向
ニ
付
先
見
合
候
て
可
然
」
）

。

結
局
こ
の
時
は
、
帆
を
「
竪
筋

替
」
か
ら
「
白
帆
」
へ
変

更
す
る
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
図
Ａ

図
Ａ
は
八
七×

一
〇
四
㎝
。
全
体
に
彩
色
が
施
さ
れ
、
船

体
各
所
は
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
写
真
で
は
わ
か
り
に
く

い
が
、
帆
は
可
動
式
で
帆
を
め
く
っ
た
下
に
も
船
体
が
描
か

れ
て
い
る
。
後
方
の
帆
柱
に
掲
げ
ら
れ
た
日
の
丸
、
帆
桁
に

掲
げ
ら
れ
た
一

文
字
三
ツ
星
の

旗
も
可
動
式
で

あ
る
（
前
方
の

帆
柱
上
の
一
文

字
三
ツ
星
の
旗

は
書
き
入
れ
）
。

図

Ａ

を

図

Ｂ
と
比
較
す
る

と
、
①
帆
上
に

掲
げ
る
一
文
字

三
ツ
星
と
日
の

丸
の
位
置
が
違

う
（
図
Ａ
は
一

文
字
三
ツ
星
が

前
、
日
の
丸
が

後
。
図
Ｂ
は
逆
）
、

②
帆
桁
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
を
掲
げ
て
い
る
（
図
Ｂ
に
は

な
い
）
、
③
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
が
な
い
、
④
艫
に
幟
と
提

灯
が
な
い
、
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
④
に
関
し
て 図２ 前方帆の下の「日の丸」（左・矢印）と後方帆の下の提灯（右・矢印）

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

三
一



ち
、
書
き
入
れ
の
な
い
図
Ａ
は
九
月
十
八
日
に
国
元
か
ら
江

戸
に
送
ら
れ
た
図
面
の
控
（
①
時
期
の
も
の
）
、
書
き
入
れ
の

あ
る
図
Ｂ
は
、
幕
府
へ
の
製
造
伺
書
提
出
後
、
訂
正
指
導
の

あ
っ
た
伺
書
案
と
一
緒
に
江
戸
か
ら
国
元
に
送
り
返
さ
れ
た

図
（
③
時
期
の
も
の
）
を
原
図
と
す
る
図
と
判
断
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
図
Ａ
と
図
Ｂ
で
は
、
船
体
規
模
の
書
き
入

れ
の
有
無
以
外
に
、
帆
柱
上
の
旗
の
位
置
、
帆
桁
の
一
文
字

三
ツ
星
の
有
無
な
ど
の
違
い
も
あ
る
。
こ
れ
も
幕
府
の
交
渉

過
程
（
②
時
期
）
で
指
導
修
正
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

浦
と
江
戸
藩
邸
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
に
は
そ
れ

に
関
す
る
記
述
は
な
い

四

帆
印
・
船
印
に
関
す
る
密
用
方
の
検
討

ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺
書
提
出
以
前
、
安
政
三
年
八
月

段
階
で
、
国
元
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
帆
印
・
船
印

な
ど
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
検
討
が
当
役
下
の
御
用
所
役
人

と
密
用
方
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
検
討
過
程
か
ら
、
帆

印
・
船
印
な
ど
を
決
め
る
に
あ
た
り
何
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
の
か
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
が
わ
か

る
。「
御
船
御
印
物
」
が
図
Ａ
の
形
で
描
か
れ
た
背
景
を
知
る

た
め
に
詳
し
く
追
っ
て
み
た
い
。

一

帆
印
・
船
印
の
検
討

八
月
（
二
十
日
以
前
、
日
不
明
）
、
密
用
方
は
ス
ク
ー
ネ

ル
船
の
帆
印
・
船
印
の
案
を
検
討
し
て
い
る

。
こ
れ
は
御

用
所
の
指
示
を
受
け
、
今
後
の
藩
上
層
に
よ
る
決
定
の
た
め

の
事
前
調
査
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
検
討
内

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

帆
印

こ
の
検
討
以
前
に
藩
は
、
大
艦
を
製
造
し
た
場
合
に

帆
印
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
、「
か
き
色
無
紋
」
や
「
白
地
ニ

黒
之
一
丸
」
な
ど
の
案
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

案
に
対
し
密
用
方
は
、「
か
き
色
無
紋
」
で
は
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
て
色
が
薄
く
な
り
白
地
の
よ
う
に
な
る
の
で
よ
く
な
い
と

退
け
、
「
諸
家
様
之
御
印
」
「
西
洋
軍
艦
図
式
」
な
ど
も
参
考

に
検
討
し
た
結
果
、
帆
印
を
「
白
地
ニ
大
キ
黒
餅
」
と
す
る

案
を
提
案
し
た
。
白
地
の
帆
に
大
き
な
黒
丸
を
書
き
入
れ
た

デ
ザ
イ
ン
だ
ろ
う
。

萩
藩
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
二
月
、
他
藩
廻
船

と
の
識
別
の
た
め
廻
船
船
体
に
「
一
丸
」
の
焼
印
を
押
し
、

白
地
に
濃
紺
の
「
一
丸
」
の
小
昇
を
立
て
る
と
定
め
た
（
図

３
ア
）

。「
白
地
ニ
黒
之
一
丸
」
案
は
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
。

臣
早
川
庄
次
郎
を
通
じ
て
幕
府
の
意
向
を
確
認
さ
せ
て
い
た

。
そ
の
情
報
を
も
と
に
国
元
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

浦
は
江
戸
方
役
人
に
対
し
、
図
面
に
は
船
体
寸
法
を
書
き
入

れ
る
べ
き
だ
が
、
ど
の
数
字
を
書
き
入
れ
た
ら
よ
い
か
判
断

が
つ
き
か
ね
る
の
で
、
伺
書
提
出
前
に
江
戸
方
で
幕
府
側
と

協
議
し
、
適
切
な
内
容
に
修
正
し
清
書
し
た
伺
書
を
提
出
し

て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
伺
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
る

よ
う
、
伺
書
文
面
と
添
付
図
面
の
最
終
調
整
は
江
戸
方
に
任

せ
て
お
り
、
図
面
へ
の
船
体
寸
法
記
入
は
国
元
で
は
行
っ
て

い
な
い
。

江
戸
方
は
、
送
ら
れ
た
案
文
を
元
に
伺
書
の
下
書
を
作
成

し
、
図
面
と
と
も
に
公
儀
人
三
井
善
右
衛
門
が
再
度
早
川
に

見
せ
指
導
を
求
め
た
。
早
川
は
、
伺
書
の
「
軍
艦
製
造
」
と

あ
る
文
言
を
「
大
艦
製
造
」
に
書
き
替
え
る
こ
と
、
図
面
に

「
惣
長
幅
深
サ
等
」
を
書
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
助
言
し
た
。

江
戸
方
は
こ
れ
を
元
に
伺
書
の
清
書
、
図
面
へ
の
書
入
れ
を

行
い
、
十
月
八
日
、
公
儀
人
有
福
弥
七
が
幕
府
海
防
掛
月
番

堀
田
備
中
守
の
屋
敷
に
書
類
を
持
参
し
た
。
堀
田
の
御
用
人

に
目
を
通
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
問
題
は
な
く
、
そ
の
ま
ま

正
式
な
提
出
と
な
る
。

江
戸
方
は
、
以
上
の
経
緯
を
十
月
十
二
日
付
け
の
書
状

（
九
月
十
八
日
浦
書
状
の
裏
面
を
使
用
）
で
国
元
へ
知
ら
せ
、

同
時
に
、
早
川
に
添
削
し
て
も
ら
っ
た
伺
書
下
書
と
「
惣
長

幅
深
サ
等
」
を
書
入
れ
た
船
の
図
面
を
送
り
返
し
た
。
こ
の

図
は
最
終
的
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
公
式
図
の
控
・
写
で
あ

る
。
そ
の
後
製
造
が
許
可
さ
れ
、
完
成
後
、
運
行
経
路
を
勘

定
奉
行
へ
届
け
出
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
十
月
晦
日
付

け
の
江
戸
方
の
書
状
で
国
元
に
伝
え
ら
れ
た
。
経
緯
の
実
際

は
以
上
の
通
り
だ
が
、
文
書
上
の

、
、
、
、
日
付
は
、
提
出
日
が
九
月

十
一
日
、
許
可
日
は
九
月
二
十
六
日
と
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、
①
幕
府
へ
製
造
伺
書
を
提
出
す

る
た
め
、
九
月
十
八
日
に
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
へ
伺
書
案
文

と
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
図
面
二
枚
が
送
ら
れ
た
、
②
図
面
に
は

船
体
寸
法
が
未
記
入
で
、
そ
の
後
の
江
戸
方
役
人
と
幕
府
と

の
交
渉
過
程
で
寸
法
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
、
③
正
式
な
製
造

伺
書
提
出
後
、
訂
正
指
導
の
あ
っ
た
伺
書
案
と
数
値
が
書
き

入
れ
ら
れ
た
図
面
が
江
戸
藩
邸
よ
り
国
元
に
送
り
返
さ
れ
た
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
船
体
寸
法

の
書
き
入
れ
が
図
Ｂ
に
あ
り
図
Ａ
に
無
い
の
は
、
各
図
面
の

作
成
時
期
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

三
二



ち
、
書
き
入
れ
の
な
い
図
Ａ
は
九
月
十
八
日
に
国
元
か
ら
江

戸
に
送
ら
れ
た
図
面
の
控
（
①
時
期
の
も
の
）
、
書
き
入
れ
の

あ
る
図
Ｂ
は
、
幕
府
へ
の
製
造
伺
書
提
出
後
、
訂
正
指
導
の

あ
っ
た
伺
書
案
と
一
緒
に
江
戸
か
ら
国
元
に
送
り
返
さ
れ
た

図
（
③
時
期
の
も
の
）
を
原
図
と
す
る
図
と
判
断
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
図
Ａ
と
図
Ｂ
で
は
、
船
体
規
模
の
書
き
入

れ
の
有
無
以
外
に
、
帆
柱
上
の
旗
の
位
置
、
帆
桁
の
一
文
字

三
ツ
星
の
有
無
な
ど
の
違
い
も
あ
る
。
こ
れ
も
幕
府
の
交
渉

過
程
（
②
時
期
）
で
指
導
修
正
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

浦
と
江
戸
藩
邸
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
に
は
そ
れ

に
関
す
る
記
述
は
な
い

四

帆
印
・
船
印
に
関
す
る
密
用
方
の
検
討

ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
製
造
伺
書
提
出
以
前
、
安
政
三
年
八
月

段
階
で
、
国
元
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
帆
印
・
船
印

な
ど
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
検
討
が
当
役
下
の
御
用
所
役
人

と
密
用
方
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
検
討
過
程
か
ら
、
帆

印
・
船
印
な
ど
を
決
め
る
に
あ
た
り
何
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
の
か
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
が
わ
か

る
。「
御
船
御
印
物
」
が
図
Ａ
の
形
で
描
か
れ
た
背
景
を
知
る

た
め
に
詳
し
く
追
っ
て
み
た
い
。

一

帆
印
・
船
印
の
検
討

八
月
（
二
十
日
以
前
、
日
不
明
）
、
密
用
方
は
ス
ク
ー
ネ

ル
船
の
帆
印
・
船
印
の
案
を
検
討
し
て
い
る

。
こ
れ
は
御

用
所
の
指
示
を
受
け
、
今
後
の
藩
上
層
に
よ
る
決
定
の
た
め

の
事
前
調
査
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
検
討
内

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

帆
印

こ
の
検
討
以
前
に
藩
は
、
大
艦
を
製
造
し
た
場
合
に

帆
印
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
、「
か
き
色
無
紋
」
や
「
白
地
ニ

黒
之
一
丸
」
な
ど
の
案
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

案
に
対
し
密
用
方
は
、「
か
き
色
無
紋
」
で
は
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
て
色
が
薄
く
な
り
白
地
の
よ
う
に
な
る
の
で
よ
く
な
い
と

退
け
、
「
諸
家
様
之
御
印
」
「
西
洋
軍
艦
図
式
」
な
ど
も
参
考

に
検
討
し
た
結
果
、
帆
印
を
「
白
地
ニ
大
キ
黒
餅
」
と
す
る

案
を
提
案
し
た
。
白
地
の
帆
に
大
き
な
黒
丸
を
書
き
入
れ
た

デ
ザ
イ
ン
だ
ろ
う
。

萩
藩
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
二
月
、
他
藩
廻
船

と
の
識
別
の
た
め
廻
船
船
体
に
「
一
丸
」
の
焼
印
を
押
し
、

白
地
に
濃
紺
の
「
一
丸
」
の
小
昇
を
立
て
る
と
定
め
た
（
図

３
ア
）

。「
白
地
ニ
黒
之
一
丸
」
案
は
こ
れ
を
根
拠
と
す
る
。

臣
早
川
庄
次
郎
を
通
じ
て
幕
府
の
意
向
を
確
認
さ
せ
て
い
た

。
そ
の
情
報
を
も
と
に
国
元
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

浦
は
江
戸
方
役
人
に
対
し
、
図
面
に
は
船
体
寸
法
を
書
き
入

れ
る
べ
き
だ
が
、
ど
の
数
字
を
書
き
入
れ
た
ら
よ
い
か
判
断

が
つ
き
か
ね
る
の
で
、
伺
書
提
出
前
に
江
戸
方
で
幕
府
側
と

協
議
し
、
適
切
な
内
容
に
修
正
し
清
書
し
た
伺
書
を
提
出
し

て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
伺
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
る

よ
う
、
伺
書
文
面
と
添
付
図
面
の
最
終
調
整
は
江
戸
方
に
任

せ
て
お
り
、
図
面
へ
の
船
体
寸
法
記
入
は
国
元
で
は
行
っ
て

い
な
い
。

江
戸
方
は
、
送
ら
れ
た
案
文
を
元
に
伺
書
の
下
書
を
作
成

し
、
図
面
と
と
も
に
公
儀
人
三
井
善
右
衛
門
が
再
度
早
川
に

見
せ
指
導
を
求
め
た
。
早
川
は
、
伺
書
の
「
軍
艦
製
造
」
と

あ
る
文
言
を
「
大
艦
製
造
」
に
書
き
替
え
る
こ
と
、
図
面
に

「
惣
長
幅
深
サ
等
」
を
書
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
助
言
し
た
。

江
戸
方
は
こ
れ
を
元
に
伺
書
の
清
書
、
図
面
へ
の
書
入
れ
を

行
い
、
十
月
八
日
、
公
儀
人
有
福
弥
七
が
幕
府
海
防
掛
月
番

堀
田
備
中
守
の
屋
敷
に
書
類
を
持
参
し
た
。
堀
田
の
御
用
人

に
目
を
通
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
問
題
は
な
く
、
そ
の
ま
ま

正
式
な
提
出
と
な
る
。

江
戸
方
は
、
以
上
の
経
緯
を
十
月
十
二
日
付
け
の
書
状

（
九
月
十
八
日
浦
書
状
の
裏
面
を
使
用
）
で
国
元
へ
知
ら
せ
、

同
時
に
、
早
川
に
添
削
し
て
も
ら
っ
た
伺
書
下
書
と
「
惣
長

幅
深
サ
等
」
を
書
入
れ
た
船
の
図
面
を
送
り
返
し
た
。
こ
の

図
は
最
終
的
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
公
式
図
の
控
・
写
で
あ

る
。
そ
の
後
製
造
が
許
可
さ
れ
、
完
成
後
、
運
行
経
路
を
勘

定
奉
行
へ
届
け
出
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
十
月
晦
日
付

け
の
江
戸
方
の
書
状
で
国
元
に
伝
え
ら
れ
た
。
経
緯
の
実
際

は
以
上
の
通
り
だ
が
、
文
書
上
の

、
、
、
、
日
付
は
、
提
出
日
が
九
月

十
一
日
、
許
可
日
は
九
月
二
十
六
日
と
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、
①
幕
府
へ
製
造
伺
書
を
提
出
す

る
た
め
、
九
月
十
八
日
に
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
へ
伺
書
案
文

と
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
図
面
二
枚
が
送
ら
れ
た
、
②
図
面
に
は

船
体
寸
法
が
未
記
入
で
、
そ
の
後
の
江
戸
方
役
人
と
幕
府
と

の
交
渉
過
程
で
寸
法
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
、
③
正
式
な
製
造

伺
書
提
出
後
、
訂
正
指
導
の
あ
っ
た
伺
書
案
と
数
値
が
書
き

入
れ
ら
れ
た
図
面
が
江
戸
藩
邸
よ
り
国
元
に
送
り
返
さ
れ
た
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
船
体
寸
法

の
書
き
入
れ
が
図
Ｂ
に
あ
り
図
Ａ
に
無
い
の
は
、
各
図
面
の

作
成
時
期
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）
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「
旌
旗
考
」

に
よ
れ
ば
「
船
印
」
の
先
例
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、「
正
徳
度
御
修
復
之
図
」
で
は
「
勝
色
ニ
白
之
一
文

字
三
ツ
星
之
小
幟
」
と
な
っ
て
お
り
、
正
徳
以
前
か
ら
こ
れ

に
定
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
年
相
州
警
備

の
時
に
も
こ
の
船
印
を
幕
府
に
届
け
出
て
い
る
の
で
、
今
回

も
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
る
。
色
は
「
勝
色
」
は
さ
め
や
す
い

の
で
紺
地
が
よ
い
。
な
お
、
慶
安
・
承
応
期
の
例
を
参
考
に

す
る
と
他
に
も
船
印
を
併
用
す
る
例
が
あ
る
が
、
外
国
船
の

場
合
は
帆
綱
に
船
印
を
付
け
る
例
が
多
く
、
ま
た
船
上
は
道

具
類
が
多
く
幟
な
ど
の
「
立
物
」
設
置
を
嫌
う
の
で
、
ほ
か

に
は
「
立
物
」
は
設
置
し
な
い
方
が
よ
い
。
こ
れ
が
密
用
方

の
検
討
結
果
で
あ
っ
た
。

密
用
方
は
以
上
の
案
を
御
用
所
へ
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が

「
思
召
之
旨
」
（
藩
主
敬
親
の
意
向
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
り
、

帆
印
は
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
ま
っ
た
。「
白
地
ニ
大
キ
黒
餅
」

案
が
退
け
ら
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
結
果
的
に
帆

柱
上
の
旗
は
採
用
さ
れ
る
が
、「
白
地
黒
餅
之
吹
流
し
」
旗
は

不
採
用
と
さ
れ
た
。
艫
に
船
印
の
幟
「
紺
地
に
白
の
一
文
字

三
つ
星
」
を
配
置
す
る
案
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。

二

帆
生
地
お
よ
び
「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
検
討

帆
印
が
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
定
し
た
後
、
密
用
方
は
ほ

ど
な
く
「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
問
題
点
、
お
よ
び
帆
の
生
地
（
「
地

合
」
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
八
月
二
十
日
以
前
）

。

こ
れ
は
密
用
方
が
自
発
的
に
行
っ
た
検
討
と
思
わ
れ
る

御
船
印
地
合

密
用
方
は
、
帆
の
生
地
は
「
龍
文
生
絹
格
子

差
」
が
よ
い
と
す
る
。
表
１
の
よ
う
な
室
町
～
江
戸
時
代
の

武
家
故
実
書
な
ど
各
種
記
録
を
調
べ
た
結
果
、
旗
の
生
地
に

関
し
て
は
古
来
よ
り
定
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、「
其
家
々
之
先

規
、
人
之
好
ニ
寄
」
る
と
し
、
萩
藩
・
毛
利
家
の
場
合
も
「
定

ル
御
制
度
者
無
之
様
」
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
現
在
藩
の
御

船
倉
に
あ
る
御
船
幟
が
い
ず
れ
も
「
龍
文
生
絹
」
で
あ
る
こ

と
、
近
年
の
相
州
警
備
時
に
は
晒
布
を
用
い
た
例
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、
西
洋
船
の
旗
の
生
地
は
見
定
め

が
で
き
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
「
精
好
之
最
上
之
品
」
で
あ

ろ
う
と
推
測
す
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
帆
は
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
痛
み
や
す
い
の
で
「
別
而
厚
キ
絹
」
が
よ
く
、
結
局
、

現
在
御
船
倉
に
あ
る
御
船
幟
の
例
か
ら
「
龍
文
生
絹
格
子
差
」

が
よ
い
と
す
る
。

新
造
船
の
帆
生
地
選
定
に
際
し
、
密
用
方
が
先
例
を
重
視

こ
れ
に
対
し
密
用
方

は
、「
古
法
之
御
船
印
」

を
ふ
ま
え
る
と
ス
ク

ー
ネ

ル

船
の

帆
も

「
一
丸
」
で
問
題
な

い
が
、
①
帆
印
は
遠

方
か
ら
早
く
見
分
け

ら
れ
る
画
数
の
少
な

い
目
立
つ
印
が
良
く
、

そ
の
点
で
「
一
丸
」

は
難
が
あ
る
、
②
「
一

丸
」
は
廻
船
の
船
印

で
あ
り
、
藩
の
公
用

船
（
「
御
用
船
」
）
に

は
、
従
来
、
一
文
字

三
ツ
星
を
用
い
て
い

る
（
図
３
イ
）
、
③
一

文
字
三
ツ
星
と
「
一
丸
」
で
は
上
下
の
差
が
あ
り
（
前
者
が

上
）
、
こ
の
点
で
ス
ク
ー
ネ
ル
船
（
す
な
わ
ち
「
御
用
船
」
）

に
「
一
丸
」
を
用
い
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
④
し
か
し
こ

れ
以
外
に
帆
印
の
「
古
法
」
は
な
く
、
強
い
て
言
え
ば
「
古

法
御
船
幕
之
御
印
」
な
ど
に
「
白
餅
」
を
用
い
た
例
が
あ
り
、

「
白
餅
」「
黒
餅
」
は
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
（
例

え
ば
徳
山
藩
で
は
図
ウ
を
用
い
る
）
な
の
で
、
今
回
は
「
黒

餅
」
を
用
い
て
は
ど
う
か
。
以
上
が
密
用
方
の
考
え
方
で
あ

る
。
な
お
帆
の
色
は
、
御
船
幕
に
地
浅
黄
色
を
用
い
た
例
が

あ
る
が
、
色
が
さ
め
や
す
く
白
地
が
よ
い
と
す
る
。

帆
柱
上
の
旗

密
用
方
は
、
帆
柱
上
へ
の
「
白
地
黒
餅
之
吹

流
し
」
掲
揚
を
提
案
し
て
い
る
。
幕
府
や
薩
摩
藩
の
軍
艦
が

西
洋
軍
艦
に
な
ら
い
帆
柱
上
に
「
御
印
」
を
掲
げ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
密
用
方
は
そ
の
利
点
と
し
て
、
帆
柱
上
の
吹
流

し
旗
は
、
帆
を
下
げ
た
繋
船
時
や
艫
の
船
印
が
見
え
な
い
場

合
で
も
遠
方
か
ら
見
え
、
ま
た
帆
綱
の
支
障
に
も
な
ら
な
い

の
で
便
利
で
あ
る
。「
相
之
御
紋
」
は
遠
方
か
ら
見
分
け
に
く

く
、「
乳
付
旗
」
は
風
に
強
く
吹
き
付
け
ら
れ
る
と
具
合
が
悪

い
の
で
、
薩
摩
船
に
な
ら
い
吹
流
し
旗
が
よ
い
。
デ
ザ
イ
ン

は
「
黒
餅
」
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

船
印

密
用
方
は
、
幕
府
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
「
日
之
丸
之

小
幟
」
を
艫
左
側
、
、
に
立
て
、
右
側
、
、
に
「
紺
地
に
白
の
一
文
字

三
つ
星
」
の
「
四
半
昇
」
を
立
て
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

図３ 萩藩および支藩の帆印・船印

ア、萩藩廻船船印（一丸） イ、萩藩船印（一文字三ツ星） 【典拠】「旌旌考」（15文武61）
ウ、徳山藩荷船印 エ、岩国藩船印 【典拠】「御紋御書出」（15文武56）
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丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）
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「
旌
旗
考
」

に
よ
れ
ば
「
船
印
」
の
先
例
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、「
正
徳
度
御
修
復
之
図
」
で
は
「
勝
色
ニ
白
之
一
文

字
三
ツ
星
之
小
幟
」
と
な
っ
て
お
り
、
正
徳
以
前
か
ら
こ
れ

に
定
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
年
相
州
警
備

の
時
に
も
こ
の
船
印
を
幕
府
に
届
け
出
て
い
る
の
で
、
今
回

も
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
る
。
色
は
「
勝
色
」
は
さ
め
や
す
い

の
で
紺
地
が
よ
い
。
な
お
、
慶
安
・
承
応
期
の
例
を
参
考
に

す
る
と
他
に
も
船
印
を
併
用
す
る
例
が
あ
る
が
、
外
国
船
の

場
合
は
帆
綱
に
船
印
を
付
け
る
例
が
多
く
、
ま
た
船
上
は
道

具
類
が
多
く
幟
な
ど
の
「
立
物
」
設
置
を
嫌
う
の
で
、
ほ
か

に
は
「
立
物
」
は
設
置
し
な
い
方
が
よ
い
。
こ
れ
が
密
用
方

の
検
討
結
果
で
あ
っ
た
。

密
用
方
は
以
上
の
案
を
御
用
所
へ
提
出
し
た
。
と
こ
ろ
が

「
思
召
之
旨
」
（
藩
主
敬
親
の
意
向
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
り
、

帆
印
は
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
ま
っ
た
。「
白
地
ニ
大
キ
黒
餅
」

案
が
退
け
ら
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
結
果
的
に
帆

柱
上
の
旗
は
採
用
さ
れ
る
が
、「
白
地
黒
餅
之
吹
流
し
」
旗
は

不
採
用
と
さ
れ
た
。
艫
に
船
印
の
幟
「
紺
地
に
白
の
一
文
字

三
つ
星
」
を
配
置
す
る
案
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。

二

帆
生
地
お
よ
び
「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
検
討

帆
印
が
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
定
し
た
後
、
密
用
方
は
ほ

ど
な
く
「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
問
題
点
、
お
よ
び
帆
の
生
地
（
「
地

合
」
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
八
月
二
十
日
以
前
）

。

こ
れ
は
密
用
方
が
自
発
的
に
行
っ
た
検
討
と
思
わ
れ
る

御
船
印
地
合

密
用
方
は
、
帆
の
生
地
は
「
龍
文
生
絹
格
子

差
」
が
よ
い
と
す
る
。
表
１
の
よ
う
な
室
町
～
江
戸
時
代
の

武
家
故
実
書
な
ど
各
種
記
録
を
調
べ
た
結
果
、
旗
の
生
地
に

関
し
て
は
古
来
よ
り
定
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、「
其
家
々
之
先

規
、
人
之
好
ニ
寄
」
る
と
し
、
萩
藩
・
毛
利
家
の
場
合
も
「
定

ル
御
制
度
者
無
之
様
」
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
現
在
藩
の
御

船
倉
に
あ
る
御
船
幟
が
い
ず
れ
も
「
龍
文
生
絹
」
で
あ
る
こ

と
、
近
年
の
相
州
警
備
時
に
は
晒
布
を
用
い
た
例
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、
西
洋
船
の
旗
の
生
地
は
見
定
め

が
で
き
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
「
精
好
之
最
上
之
品
」
で
あ

ろ
う
と
推
測
す
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
帆
は
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
痛
み
や
す
い
の
で
「
別
而
厚
キ
絹
」
が
よ
く
、
結
局
、

現
在
御
船
倉
に
あ
る
御
船
幟
の
例
か
ら
「
龍
文
生
絹
格
子
差
」

が
よ
い
と
す
る
。

新
造
船
の
帆
生
地
選
定
に
際
し
、
密
用
方
が
先
例
を
重
視

こ
れ
に
対
し
密
用
方

は
、「
古
法
之
御
船
印
」

を
ふ
ま
え
る
と
ス
ク

ー
ネ

ル

船
の

帆
も

「
一
丸
」
で
問
題
な

い
が
、
①
帆
印
は
遠

方
か
ら
早
く
見
分
け

ら
れ
る
画
数
の
少
な

い
目
立
つ
印
が
良
く
、

そ
の
点
で
「
一
丸
」

は
難
が
あ
る
、
②
「
一

丸
」
は
廻
船
の
船
印

で
あ
り
、
藩
の
公
用

船
（
「
御
用
船
」
）
に

は
、
従
来
、
一
文
字

三
ツ
星
を
用
い
て
い

る
（
図
３
イ
）
、
③
一

文
字
三
ツ
星
と
「
一
丸
」
で
は
上
下
の
差
が
あ
り
（
前
者
が

上
）
、
こ
の
点
で
ス
ク
ー
ネ
ル
船
（
す
な
わ
ち
「
御
用
船
」
）

に
「
一
丸
」
を
用
い
る
の
は
適
切
で
は
な
い
、
④
し
か
し
こ

れ
以
外
に
帆
印
の
「
古
法
」
は
な
く
、
強
い
て
言
え
ば
「
古

法
御
船
幕
之
御
印
」
な
ど
に
「
白
餅
」
を
用
い
た
例
が
あ
り
、

「
白
餅
」「
黒
餅
」
は
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
（
例

え
ば
徳
山
藩
で
は
図
ウ
を
用
い
る
）
な
の
で
、
今
回
は
「
黒

餅
」
を
用
い
て
は
ど
う
か
。
以
上
が
密
用
方
の
考
え
方
で
あ

る
。
な
お
帆
の
色
は
、
御
船
幕
に
地
浅
黄
色
を
用
い
た
例
が

あ
る
が
、
色
が
さ
め
や
す
く
白
地
が
よ
い
と
す
る
。

帆
柱
上
の
旗

密
用
方
は
、
帆
柱
上
へ
の
「
白
地
黒
餅
之
吹

流
し
」
掲
揚
を
提
案
し
て
い
る
。
幕
府
や
薩
摩
藩
の
軍
艦
が

西
洋
軍
艦
に
な
ら
い
帆
柱
上
に
「
御
印
」
を
掲
げ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
密
用
方
は
そ
の
利
点
と
し
て
、
帆
柱
上
の
吹
流

し
旗
は
、
帆
を
下
げ
た
繋
船
時
や
艫
の
船
印
が
見
え
な
い
場

合
で
も
遠
方
か
ら
見
え
、
ま
た
帆
綱
の
支
障
に
も
な
ら
な
い

の
で
便
利
で
あ
る
。「
相
之
御
紋
」
は
遠
方
か
ら
見
分
け
に
く

く
、「
乳
付
旗
」
は
風
に
強
く
吹
き
付
け
ら
れ
る
と
具
合
が
悪

い
の
で
、
薩
摩
船
に
な
ら
い
吹
流
し
旗
が
よ
い
。
デ
ザ
イ
ン

は
「
黒
餅
」
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

船
印

密
用
方
は
、
幕
府
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
「
日
之
丸
之

小
幟
」
を
艫
左
側
、
、
に
立
て
、
右
側
、
、
に
「
紺
地
に
白
の
一
文
字

三
つ
星
」
の
「
四
半
昇
」
を
立
て
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

図３ 萩藩および支藩の帆印・船印

ア、萩藩廻船船印（一丸） イ、萩藩船印（一文字三ツ星） 【典拠】「旌旌考」（15文武61）
ウ、徳山藩荷船印 エ、岩国藩船印 【典拠】「御紋御書出」（15文武56）

アイウエ

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）
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し
書
面
も
提
出
し
た
が
、
御
用
所
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
検
討
済
み
な
の
で
特
に
密
用
方
か
ら
の
伺
い
に
は
及

ば
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）
密
用
方
最
終
案
と
製
造
方
へ
の
通
達
（
「

替
」
表
記
）

右
の
の
ち
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
を
担
当
す
る
製
造
方
か

ら
届
け
出
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
幕
府
対
応
を
ふ
ま
え
る

と
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
「
御
印
物
」
は
、
日
の
丸
の
幟
一
本
、

毛
利
家
の
御
印
一
本
、
御
紋
付
桃
燈
一
張
、
帆
柱
上
に
日
の

丸
の
御
印
、
帆
桁
の
端
に
毛
利
家
の
御
印
を
掲
げ
る
形
が
よ

い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
密
用
方
は
、
そ

れ
ま
で
の
経
緯
と
検
討
結
果
、
「
旌
旗
考
」
、
表
２
に
示
し
た

幕
府
・
諸
藩
（
薩
摩
ほ
か
）
の
大
艦
の
「
御
印
物
」
な
ど
を

参
考
に
、「
御
船
御
印
物
」
の
最
終
案
を
ま
と
め
伺
書
を
提
出

し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

。

①
帆
印
：
「
白
地
ニ
紺
之
竪
筋
」
（
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
は
「
白

地
ニ
紺
之
竪
一
筋
」
）
。

②
船
印
：
日
の
丸
の
小
幟
を
艫
左
側

、
、
、
に
立
て
る
。

③
毛
利
家
の
船
印
：
紺
地
に
白
の
一
文
字
三
つ
星
の
四
半

昇
を
艫
右
側

、
、
、
に
立
て
る
。

④
提
灯
：
一
文
字
三
つ
星
の
紋
付
一
張
を
艫
右
側

、
、
、
に
立
て
る
。

⑤
帆
柱
の
上
：
日
之
丸
を
掲
げ
る
。

⑥
帆
桁
の
端

、
、
、
、
：
紺
地
に
白
の
一
文
字
三
つ
星
の
吹
流
し
旗

を
掲
げ
る
。

大艦種別 御船印物 配置状態

帆印 檣二本三段帆遣出しとも白地に中黒の御帆印

帆中柱吹貫 帆中柱へ白紺布交の吹貫相立

艫船印 艫の方に日の丸の御印有之

帆印 檣三本三段帆遣出しとも裾黒の帆印

帆中柱吹流 帆中柱へ裾黒の吹流しを付

艫船印
艫の方、日の丸幷轡之船印小幟布交の吹貫
相立

帆印
檣二本二段帆遣出しとも白地に紺の子持筋に
帆印

艫船印
艫の方に日の丸の小幟并紺にて御紋入山形
の相印付候幟を立

帆印 檣二本遣出しとも黒横筋段々の帆印

艫船印
舳の方に白地日の丸の小幟并艫の方に白地
に朱九曜の小幟を立

表２　「御船御印物」検討時に密用方が参考にした幕府・諸藩の大鑑

公儀御軍艦

薩州様御製造之琉砲船

雲州様御製造異国形船

伊達様御製造之異国形真
帆伝馬船

し
て
い
る
点
が
興
味

深
い
。
外
国
艦
に
対

抗
す
る
洋
式
軍
艦
の

帆
の
生
地
選
定
に
あ

た
り
、
現
在
用
い
て

い
る
帆
を
参
考
に
す

る
の
は
ま
だ
し
も
、

江
戸
時
代
以
前
の
記

録
類
ま
で
参
考
に
す

る
点
は
、
現
在
の
目

か
ら
す
る
と
奇
妙
に

感
じ
な
く
も
な
い
。

も
ち
ろ
ん
密
用
方
も

西
洋
船
の
帆
は
「
精

好
之
最
上
之
品
」
と

推
測
し
て
は
い
る
の

だ
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
先
例
と
現
在
の
事

例
に
も
と
づ
い
て
結

論
を
導
い
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
課
題
に
対
す
る
密
用
方
の
結
論
の
出
し
方
（
検

討
の
仕
方
）
、
そ
の
有
効
性
と
限
界
性
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
問
題
点

帆
印
を
「
白
地
ニ
竪
筋
」
と

す
る
場
合
若
干
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、
他
大
名
の
帆
印
と
同

じ
と
な
り
不
都
合
が
生
じ
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
（
「
諸

家
様
御
帆
印
御
差
合
ハ
無
之
哉
」
）
。
こ
の
点
に
つ
き
密
用
方

が
「
武
鑑
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
松
平
隠
岐
守
（
伊
予
松
山

藩
）・
小
笠
原
近
江
守
（
小
倉
新
田
藩
）
な
ど
が
従
来
「
白
地

ニ
竪
筋
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
密

用
方
は
あ
ま
り
問
題
視
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
毛
利
本
家
で

は
こ
れ
ま
で
白
帆
を
用
い
て
き
た
が
、
同
様
に
白
帆
を
用
い

る
大
名
家
は
多
い
。
ま
た
支
藩
が
「
黒
地
に
白
餅
」
を
用
い

る
例
（
名
称
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
岩
国
藩
は
図
３
エ
）
も

あ
る
が
、
同
様
の
帆
印
が
他
家
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
今
回
他
家
と
似
た
帆
印
を
用
い
て
も
差
し
障
り
は

な
い
と
思
わ
れ
る
（
「
御
差
合
ハ
無
之
」
）
。
幕
府
の
判
断
は
見

極
め
難
く
、
江
戸
で
の
情
報
収
集
の
上
、「
御
差
合
」
が
あ
っ

て
も
多
少
趣
を
変
え
て
使
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
（
「
少
々
宛

御
振
を
被
替
候
而
被
相
済
儀
ニ
候
哉
」
）
と
し
て
い
る
。

密
用
方
は
こ
の
検
討
結
果
を
御
用
所
役
人
に
口
頭
で
説
明

記録名 御船印地合に関する記述 備考（『図書総目録』書誌情報他）

義貞記 旗は絹布、人々の好み、家々先規に依るへきよし
【別名】新田義貞軍記／【分類】武家故実／『群
書類従』解題では「後世軍学者の説」「南北朝
時代のものではない」とあり

諸書当用抄 公方様足利将軍之事歟御旗はねり二布なり 【別名】北畠家記／【分類】武家故実

躰用抄
旗は五丈練貫を一尺三寸に切て三ツにわり、笠印にして、
残りは旗にたつへし

鴉鷺物語 旗は絹と布とは好による
【別名】鴉鷺合戦物語／【分類】室町物語／【成
立】文明頃？

軍陣聞書 白き布二のを縫ひ合てすへき也 【別名】軍陣之聞書／【分類】武家故実

室町殿日記 旗絹十棹と記之候 【分類】記録／【著者】石堂重益

東鑑 御旗一流調進の絹は朝改依召献之 【分類】武家故実／【著者】朝長吉行

大橋歴代記 出陣の時勝旗を建る、地は練絹なり 【分類】家伝／「永正四年未也」とあり

　　　表１　密用方が「御帆印地合」選定時に調査した記録とその該当部分　
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し
書
面
も
提
出
し
た
が
、
御
用
所
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
検
討
済
み
な
の
で
特
に
密
用
方
か
ら
の
伺
い
に
は
及

ば
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）
密
用
方
最
終
案
と
製
造
方
へ
の
通
達
（
「

替
」
表
記
）

右
の
の
ち
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
を
担
当
す
る
製
造
方
か

ら
届
け
出
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
幕
府
対
応
を
ふ
ま
え
る

と
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
「
御
印
物
」
は
、
日
の
丸
の
幟
一
本
、

毛
利
家
の
御
印
一
本
、
御
紋
付
桃
燈
一
張
、
帆
柱
上
に
日
の

丸
の
御
印
、
帆
桁
の
端
に
毛
利
家
の
御
印
を
掲
げ
る
形
が
よ

い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
密
用
方
は
、
そ

れ
ま
で
の
経
緯
と
検
討
結
果
、
「
旌
旗
考
」
、
表
２
に
示
し
た

幕
府
・
諸
藩
（
薩
摩
ほ
か
）
の
大
艦
の
「
御
印
物
」
な
ど
を

参
考
に
、「
御
船
御
印
物
」
の
最
終
案
を
ま
と
め
伺
書
を
提
出

し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

。

①
帆
印
：
「
白
地
ニ
紺
之
竪
筋
」
（
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
は
「
白

地
ニ
紺
之
竪
一
筋
」
）
。

②
船
印
：
日
の
丸
の
小
幟
を
艫
左
側

、
、
、
に
立
て
る
。

③
毛
利
家
の
船
印
：
紺
地
に
白
の
一
文
字
三
つ
星
の
四
半

昇
を
艫
右
側

、
、
、
に
立
て
る
。

④
提
灯
：
一
文
字
三
つ
星
の
紋
付
一
張
を
艫
右
側

、
、
、
に
立
て
る
。

⑤
帆
柱
の
上
：
日
之
丸
を
掲
げ
る
。

⑥
帆
桁
の
端

、
、
、
、
：
紺
地
に
白
の
一
文
字
三
つ
星
の
吹
流
し
旗

を
掲
げ
る
。

大艦種別 御船印物 配置状態

帆印 檣二本三段帆遣出しとも白地に中黒の御帆印

帆中柱吹貫 帆中柱へ白紺布交の吹貫相立

艫船印 艫の方に日の丸の御印有之

帆印 檣三本三段帆遣出しとも裾黒の帆印

帆中柱吹流 帆中柱へ裾黒の吹流しを付

艫船印
艫の方、日の丸幷轡之船印小幟布交の吹貫
相立

帆印
檣二本二段帆遣出しとも白地に紺の子持筋に
帆印

艫船印
艫の方に日の丸の小幟并紺にて御紋入山形
の相印付候幟を立

帆印 檣二本遣出しとも黒横筋段々の帆印

艫船印
舳の方に白地日の丸の小幟并艫の方に白地
に朱九曜の小幟を立

表２　「御船御印物」検討時に密用方が参考にした幕府・諸藩の大鑑

公儀御軍艦

薩州様御製造之琉砲船

雲州様御製造異国形船

伊達様御製造之異国形真
帆伝馬船

し
て
い
る
点
が
興
味

深
い
。
外
国
艦
に
対

抗
す
る
洋
式
軍
艦
の

帆
の
生
地
選
定
に
あ

た
り
、
現
在
用
い
て

い
る
帆
を
参
考
に
す

る
の
は
ま
だ
し
も
、

江
戸
時
代
以
前
の
記

録
類
ま
で
参
考
に
す

る
点
は
、
現
在
の
目

か
ら
す
る
と
奇
妙
に

感
じ
な
く
も
な
い
。

も
ち
ろ
ん
密
用
方
も

西
洋
船
の
帆
は
「
精

好
之
最
上
之
品
」
と

推
測
し
て
は
い
る
の

だ
が
、
結
局
の
と
こ

ろ
先
例
と
現
在
の
事

例
に
も
と
づ
い
て
結

論
を
導
い
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
課
題
に
対
す
る
密
用
方
の
結
論
の
出
し
方
（
検

討
の
仕
方
）
、
そ
の
有
効
性
と
限
界
性
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

「
白
地
ニ
竪
筋
」
の
問
題
点

帆
印
を
「
白
地
ニ
竪
筋
」
と

す
る
場
合
若
干
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、
他
大
名
の
帆
印
と
同

じ
と
な
り
不
都
合
が
生
じ
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
（
「
諸

家
様
御
帆
印
御
差
合
ハ
無
之
哉
」
）
。
こ
の
点
に
つ
き
密
用
方

が
「
武
鑑
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
松
平
隠
岐
守
（
伊
予
松
山

藩
）・
小
笠
原
近
江
守
（
小
倉
新
田
藩
）
な
ど
が
従
来
「
白
地

ニ
竪
筋
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
密

用
方
は
あ
ま
り
問
題
視
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
毛
利
本
家
で

は
こ
れ
ま
で
白
帆
を
用
い
て
き
た
が
、
同
様
に
白
帆
を
用
い

る
大
名
家
は
多
い
。
ま
た
支
藩
が
「
黒
地
に
白
餅
」
を
用
い

る
例
（
名
称
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
岩
国
藩
は
図
３
エ
）
も

あ
る
が
、
同
様
の
帆
印
が
他
家
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
今
回
他
家
と
似
た
帆
印
を
用
い
て
も
差
し
障
り
は

な
い
と
思
わ
れ
る
（
「
御
差
合
ハ
無
之
」
）
。
幕
府
の
判
断
は
見

極
め
難
く
、
江
戸
で
の
情
報
収
集
の
上
、「
御
差
合
」
が
あ
っ

て
も
多
少
趣
を
変
え
て
使
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
（
「
少
々
宛

御
振
を
被
替
候
而
被
相
済
儀
ニ
候
哉
」
）
と
し
て
い
る
。

密
用
方
は
こ
の
検
討
結
果
を
御
用
所
役
人
に
口
頭
で
説
明

記録名 御船印地合に関する記述 備考（『図書総目録』書誌情報他）

義貞記 旗は絹布、人々の好み、家々先規に依るへきよし
【別名】新田義貞軍記／【分類】武家故実／『群
書類従』解題では「後世軍学者の説」「南北朝
時代のものではない」とあり

諸書当用抄 公方様足利将軍之事歟御旗はねり二布なり 【別名】北畠家記／【分類】武家故実

躰用抄
旗は五丈練貫を一尺三寸に切て三ツにわり、笠印にして、
残りは旗にたつへし

鴉鷺物語 旗は絹と布とは好による
【別名】鴉鷺合戦物語／【分類】室町物語／【成
立】文明頃？

軍陣聞書 白き布二のを縫ひ合てすへき也 【別名】軍陣之聞書／【分類】武家故実

室町殿日記 旗絹十棹と記之候 【分類】記録／【著者】石堂重益

東鑑 御旗一流調進の絹は朝改依召献之 【分類】武家故実／【著者】朝長吉行

大橋歴代記 出陣の時勝旗を建る、地は練絹なり 【分類】家伝／「永正四年未也」とあり

　　　表１　密用方が「御帆印地合」選定時に調査した記録とその該当部分　

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）
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は
旗
の
寸
法
を
説

明
す
る
際
「
壱
流

地
絹
り
う
も
ん
三

半
、
縫
立
長
七

尺･
･
･

」
と
使
わ
れ

た
り
、
旗
の
種
類

を
「
御

簾
幕
」

と
記
し
た
例
が
あ

る
（
図
５
）

。

ま
た
「

替
」
の

用
例
に
は
、
安
政

三
年
九
月
二
十
三

日
、
藩
主
敬
親
の

越
ヶ
浜
出
御
に
伴

い
「

替
幕
二
張
」

の
準
備
が
関
係
役

所
へ
指
示
さ
れ
た
例
が
あ
る

。
こ
れ
は
藩
主
回
り
を
囲
む

幕
だ
ろ
う
。「

」
は
旗
や
幕
の
寸
法
、
模
様
を
説
明
す
る
際

に
主
に
用
い
ら
れ
、
旗
や
幕
の
模
様
・
色
が
一
定
の
幅
（
一

）

で
変
わ
る
デ
ザ
イ
ン
を
「

替
」
と
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

「
白
地
ニ
紺
之
竪
筋
」
が
、
二
十
一
日
時
点
か
ら
「
白
地

紺
染
竪
筋

替
之
帆
印
」
と
言
い
替
え
ら
れ
た
の
は
、
今
後

の
幕
府
交
渉
を
念
頭
に
置
い
た
た
め
と
考
え
る
。
も
し
幕
府

か
ら
、
他
家
と
同
じ
船
印
で
「
御
差
合
」（
さ
し
さ
わ
り
）
は

な
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
時
、
こ
れ
は
他
家
と
同
じ
「
白
地

ニ
紺
之
竪
筋
」
で
は
な
く
、「
白
地
紺
之
竪
筋

替
」
模
様
で

す
と
回
答
す
る
（
強
弁
す
る
）
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
藩
上
層
と
し
て
は
、
他
家
と
似
た
帆
印
が
問
題
と

な
り
、
万
一
で
も
製
造
認
可
に
支
障
、
遅
れ
が
出
て
は
困
る

こ
と
か
ら
、
あ
え
て
こ
の
表
現
を
用
い
る
方
針
と
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
幕
府
・
藩
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
藩

上
層
が
こ
う
し
た
心
配
、
配
慮
を
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
結
果
的
に
は
密
用
方
の
判
断
通
り
、
幕
府
側
が
こ

れ
を
問
題
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
。

一
方
、
艫
の
幟
・
提
灯
の
位
置
は
、
密
用
方
は
左
・
右
を

指
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
藩
上
層
は
、
位
置
は
幕
府
交

渉
を
経
て
決
定
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
限
定
せ
ず
に
お
く
考
え

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
図
Ａ
で
幟
・

提
灯
が
別
パ
ー
ツ
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
幕
府

か
ら
設
置
位
置
に
つ
き
指
導
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
と
づ
き

図５ 「御武具覚書」にみえる「御 簾幕」

右写真は幕を「右緞子五色横 拾弐、長五尺九

寸･･･」と説明する部分（傍線は筆者）。

こ
の
案
は
八
月
二
十
日
、
藩
主
の
了
解
を
得
た
。
翌
日
二
十

一
日
、「
御
船
御
印
物
」
に
関
す
る
最
終
指
示
が
藩
（
御
用
所
）

か
ら
製
造
方
へ
次
の
よ
う
に
通
達
さ
れ
た

。

一
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
、
白
地
紺
之
竪
筋

替
り
帆
印

一
ハ
ツ
テ
ー
ラ
形
船
、
白
地
紺
之
竪
壱
筋
帆
印

一
白
地
朱
ニ
而
日
之
丸
之
幟

一
紺
地
白
之
一
文
字
三
ツ
星
御
紋
四
半
昇

右
二
廉
両
船
共
艫
之
方
へ
立
候
事

一
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
、
帆
柱
之
上
江
白
地
朱
ニ
而
日
之
丸

吹
流
し
旗
、
帆
桁
之
端
江
紺
地
ニ
而
白
之
一
文
書
三
ツ

星
御
紋
吹
流
の
旗
付
之
事

一
艫
之
方
へ
一
文
字
三
ツ
星
御
紋
中
柄
灯
燈
之
事

右
之
通
被
仰
付
候
事

辰
八
月
廿
一
日
製
造
方
へ
渡
之

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
①
帆
印
が
「
白
地
紺
之
竪
筋

替
り
帆
印
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
艫
に
設
置
す
る

日
の
丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
お
よ
び
提
灯
の
位
置
（
左
右

い
ず
れ
か
）
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二
十
日

の
密
用
方
案
決
裁
後
、
二
十
一
日
に
製
造
方
へ
通
達
が
出
さ

れ
る
間
に
、
内
容
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

丙
辰
丸
の
帆
は

図
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う

に
、
白
地
に
紺
の

竪
筋
が
入
る
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
前

日
の
密
用
方
の
伺

で
は
「
白
地
ニ
紺

之
竪
筋
」
と
表
記
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
一
日
の
通
達
で

は
「

替
」
と
い
う
言
葉
が
入
り
、
以
後
「
白
地
紺
染
竪
筋

替
之
帆
印
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。
九
月
十
八
日
、
当
役

浦
か
ら
江
戸
藩
邸
へ
の
書
状
に
も
「
此
度
之
御
船
帆
印
、
白

地
紺
地

替
り
ニ
可
被
仰
付
と
の
御
事
」
と
あ
り
、
こ
の
の

ち
江
戸
方
役
人
が
幕
府
と
交
渉
す
る
時
に
も
こ
の
表
現
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。

「

替
」
は
、「
ノ
ガ
ワ
リ
」
と
ル
ビ
が
付
い
た
例
が
あ
る

（
図
４
）

。
「

」
は
国
字
で
「
の
」
と
読
み
、
「
布
の
幅

を
数
え
る
語
」
（
大
修
館
書
店
『
大
漢
語
林
』
）
と
説
明
さ
れ

る
。「
一

」
は
鯨
尺
の
八
寸
か
ら
一
尺
（
約
三
〇
・
三
〇
三

～
三
七
・
八
七
九
㎝
）
と
い
う

。
萩
藩
の
用
例
で
は
、「

」

安
政
三
年

図４ 「ノガワリ」のルビ

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）
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は
旗
の
寸
法
を
説

明
す
る
際
「
壱
流

地
絹
り
う
も
ん
三

半
、
縫
立
長
七

尺･
･
･

」
と
使
わ
れ

た
り
、
旗
の
種
類

を
「
御

簾
幕
」

と
記
し
た
例
が
あ

る
（
図
５
）

。

ま
た
「

替
」
の

用
例
に
は
、
安
政

三
年
九
月
二
十
三

日
、
藩
主
敬
親
の

越
ヶ
浜
出
御
に
伴

い
「

替
幕
二
張
」

の
準
備
が
関
係
役

所
へ
指
示
さ
れ
た
例
が
あ
る

。
こ
れ
は
藩
主
回
り
を
囲
む

幕
だ
ろ
う
。「

」
は
旗
や
幕
の
寸
法
、
模
様
を
説
明
す
る
際

に
主
に
用
い
ら
れ
、
旗
や
幕
の
模
様
・
色
が
一
定
の
幅
（
一

）

で
変
わ
る
デ
ザ
イ
ン
を
「

替
」
と
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

「
白
地
ニ
紺
之
竪
筋
」
が
、
二
十
一
日
時
点
か
ら
「
白
地

紺
染
竪
筋

替
之
帆
印
」
と
言
い
替
え
ら
れ
た
の
は
、
今
後

の
幕
府
交
渉
を
念
頭
に
置
い
た
た
め
と
考
え
る
。
も
し
幕
府

か
ら
、
他
家
と
同
じ
船
印
で
「
御
差
合
」（
さ
し
さ
わ
り
）
は

な
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
時
、
こ
れ
は
他
家
と
同
じ
「
白
地

ニ
紺
之
竪
筋
」
で
は
な
く
、「
白
地
紺
之
竪
筋

替
」
模
様
で

す
と
回
答
す
る
（
強
弁
す
る
）
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
藩
上
層
と
し
て
は
、
他
家
と
似
た
帆
印
が
問
題
と

な
り
、
万
一
で
も
製
造
認
可
に
支
障
、
遅
れ
が
出
て
は
困
る

こ
と
か
ら
、
あ
え
て
こ
の
表
現
を
用
い
る
方
針
と
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
幕
府
・
藩
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
藩

上
層
が
こ
う
し
た
心
配
、
配
慮
を
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
結
果
的
に
は
密
用
方
の
判
断
通
り
、
幕
府
側
が
こ

れ
を
問
題
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
。

一
方
、
艫
の
幟
・
提
灯
の
位
置
は
、
密
用
方
は
左
・
右
を

指
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
藩
上
層
は
、
位
置
は
幕
府
交

渉
を
経
て
決
定
す
れ
ば
よ
い
の
で
、
限
定
せ
ず
に
お
く
考
え

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
図
Ａ
で
幟
・

提
灯
が
別
パ
ー
ツ
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
幕
府

か
ら
設
置
位
置
に
つ
き
指
導
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
と
づ
き

図５ 「御武具覚書」にみえる「御 簾幕」

右写真は幕を「右緞子五色横 拾弐、長五尺九

寸･･･」と説明する部分（傍線は筆者）。

こ
の
案
は
八
月
二
十
日
、
藩
主
の
了
解
を
得
た
。
翌
日
二
十

一
日
、「
御
船
御
印
物
」
に
関
す
る
最
終
指
示
が
藩
（
御
用
所
）

か
ら
製
造
方
へ
次
の
よ
う
に
通
達
さ
れ
た

。

一
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
、
白
地
紺
之
竪
筋

替
り
帆
印

一
ハ
ツ
テ
ー
ラ
形
船
、
白
地
紺
之
竪
壱
筋
帆
印

一
白
地
朱
ニ
而
日
之
丸
之
幟

一
紺
地
白
之
一
文
字
三
ツ
星
御
紋
四
半
昇

右
二
廉
両
船
共
艫
之
方
へ
立
候
事

一
ス
ク
ー
ネ
ル
形
船
、
帆
柱
之
上
江
白
地
朱
ニ
而
日
之
丸

吹
流
し
旗
、
帆
桁
之
端
江
紺
地
ニ
而
白
之
一
文
書
三
ツ

星
御
紋
吹
流
の
旗
付
之
事

一
艫
之
方
へ
一
文
字
三
ツ
星
御
紋
中
柄
灯
燈
之
事

右
之
通
被
仰
付
候
事

辰
八
月
廿
一
日
製
造
方
へ
渡
之

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
①
帆
印
が
「
白
地
紺
之
竪
筋

替
り
帆
印
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
艫
に
設
置
す
る

日
の
丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
幟
お
よ
び
提
灯
の
位
置
（
左
右

い
ず
れ
か
）
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二
十
日

の
密
用
方
案
決
裁
後
、
二
十
一
日
に
製
造
方
へ
通
達
が
出
さ

れ
る
間
に
、
内
容
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

丙
辰
丸
の
帆
は

図
Ａ
・
Ｂ
の
よ
う

に
、
白
地
に
紺
の

竪
筋
が
入
る
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
こ

の
デ
ザ
イ
ン
は
前

日
の
密
用
方
の
伺

で
は
「
白
地
ニ
紺

之
竪
筋
」
と
表
記
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
一
日
の
通
達
で

は
「

替
」
と
い
う
言
葉
が
入
り
、
以
後
「
白
地
紺
染
竪
筋

替
之
帆
印
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。
九
月
十
八
日
、
当
役

浦
か
ら
江
戸
藩
邸
へ
の
書
状
に
も
「
此
度
之
御
船
帆
印
、
白

地
紺
地

替
り
ニ
可
被
仰
付
と
の
御
事
」
と
あ
り
、
こ
の
の

ち
江
戸
方
役
人
が
幕
府
と
交
渉
す
る
時
に
も
こ
の
表
現
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。

「

替
」
は
、「
ノ
ガ
ワ
リ
」
と
ル
ビ
が
付
い
た
例
が
あ
る

（
図
４
）

。
「

」
は
国
字
で
「
の
」
と
読
み
、
「
布
の
幅

を
数
え
る
語
」
（
大
修
館
書
店
『
大
漢
語
林
』
）
と
説
明
さ
れ

る
。「
一

」
は
鯨
尺
の
八
寸
か
ら
一
尺
（
約
三
〇
・
三
〇
三

～
三
七
・
八
七
九
㎝
）
と
い
う

。
萩
藩
の
用
例
で
は
、「

」

安
政
三
年

図４ 「ノガワリ」のルビ

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

三
九



図
面
へ
の
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
の
助
言
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
旗
や
幟
、
提
灯
の
位
置
に
つ
い
て
も
指
導
が
あ
り
、
そ

れ
を
含
め
て
図
Ａ
が
修
正
さ
れ
て
図
Ｂ
と
な
り
、
こ
れ
が
公

式
図
と
し
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
直
接
示
す
文
書
は
現
時
点
見
当
た
ら
ず
、
帆
柱
上
の

日
の
丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
位
置
が
逆
に
な
り
、
帆
桁
の
一

文
字
三
ツ
星
も
不
要
と
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る

。

次
の
文
書
は
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控

四
」
収
録
の
も
の

で
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
と
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
の
規
模
、
帆
の
大
き

さ
、
「
御
船
御
印
物
」
な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

。

覚

ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

一
惣
長
サ
八
丈
壱
尺

一
肩
弐
丈
壱
寸
五
歩

一
深
サ
壱
丈
三
寸

一
大
帆
拾
四
反

一
中
帆
拾
反

一
三
角
帆
拾
壱
反

但
、
い
つ
れ
も
壱
反
幅
三
尺
充

一
帆
印
、
白
地
ニ
紺
之
竪
筋

替
之
事

一
船
印
、
公
儀
御
定
日
之
丸
之
小
幟
、
艫
之
左
之
方
建
之

一
此
御
方
船
印
、
紺
地
白
之
一
文
字
三
ツ
星
之
紋
幟
、
艫

之
左
之
方
建
之

一
白
地
朱
ニ
て
日
之
丸
桃
灯
一
張

一
白
地
墨
ニ
て
一
文
字
三
ツ
星
之
紋
桃
灯
壱
張

右
繋
船
之
節
計
り
建
之
、
䑺
方
之
節
除
之
、
左
之
通
り

一
表
帆
柱
之
上
え
白
地
日
之
丸
吹
流
し
旗

一
艫
帆
柱
之
上
え
紺
地
ニ
白
之
一
文
字
三
ツ
星
紋
吹
流

し
旗

右
は
䑺
方
之
節
用
之

（
続
い
て
記
さ
れ
る
バ
ツ
テ
ー
ラ
船
部
分
は
略
）

以
上

注
目
し
た
い
の
は
、
①
帆
走
時
、
「
表
帆
柱
」
（
前
の
帆
柱
）

に
日
の
丸
、
「
艫
帆
柱
」
（
後
の
帆
柱
）
に
一
文
字
三
ツ
星
の

旗
を
掲
げ
る
こ
と
、
②
艫
に
設
置
す
る
幟
の
位
置
（
左
）
が

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
帆
桁
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
を

掲
げ
る
記
載
が
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
ス
ク

ー
ネ
ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
は
図
Ｂ
と
一
致
す
る
。
作
成

年
月
日
や
経
緯
の
注
記
は
な
い
が
、
幕
府
側
の
助
言
・
指
導

を
受
け
確
定
し
た
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
内
容
を
書
き
止
め
た
文

適
切
な
場
所
に
貼
っ
て
提
出
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
に
図
Ａ
が
送
ら
れ
た
際
、
幟
・

提
灯
パ
ー
ツ
は
図
に
貼
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
五
）
図
Ａ
か
ら
図
Ｂ
へ

八
月
二
十
七
日
、
次
の
よ
う
に
、
製
造
方
が
ス
ク
ー
ネ
ル

船
・
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
に
掲
げ
る
幟
・
旗
の
規
格
を
定
め
、
藩

の
了
解
を
得
て
い
る
（
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
部
分
略
）

。

覚

本
書
之
通
被
仰
付
候
事

ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

一
日
之
丸
御
印
幟
、
長
三
尺
五
寸
・
幅
弐
尺

但
、
絹
合
せ
碁
盤
目
指
に
し
て

一
御
家
御
紋
幟
、
長
サ
三
尺
五
寸
・
幅
弐
尺
五
寸

但
、
同
断

一
日
之
丸
吹
流
、
長
サ
九
尺
・
幅
六
尺

但
、
同
断

一
御
家
御
紋
吹
流
し
旗
、
長
サ
七
尺
・
幅
四
尺
五
寸

但
、
同
断

一
御
家
御
紋
高
張
桃
燈
壱
帳

一
日
之
丸
高
張
桃
燈
壱
帳

以
上（

略
）

右
ス
ク
ー
ネ
ル
形
・
ハ
ツ
テ
ー
ラ
形
共
、
幟
旗
寸
法
其
外

前
書
之
通
ニ
御
座
候

八
月

御
船製

造
方

辰
八
月
廿
七
日
田
口
半
右
衛
門
へ
渡
之

二
十
一
日
の
製
造
方
へ
の
通
達
と
比
べ
る
と
、
日
の
丸
提

灯
一
張
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
製
造
方
が
幕
府
の
対
応

を
再
度
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
艫
に
日
の
丸
の
提
灯
も
掲
げ
た

方
が
よ
い
、
と
追
加
し
て
申
し
出
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
こ
に
み
え
る
「
御
家

御
紋
吹
流
し
旗
」
は
「
帆
桁
之
端
」
に
掲
げ
る
旗
を
意
味
す

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
図
Ａ
に
み
え
る
前
の
帆
柱
上
の
一

文
字
三
ツ
星
旗
の
記
載
が
こ
こ
に
は
な
い
。
図
Ａ
が
江
戸
へ

送
ら
れ
る
九
月
十
八
日
ま
で
の
間
に
、
前
方
帆
柱
上
へ
の
一

文
字
三
ツ
星
旗
の
追
加
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
よ
う
に
図
Ａ
は
、
九
月
十
八
日
に
製
造
伺
の
案
文

と
と
も
に
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
側
と
の
交
渉
過
程
で
伺
書
案
の
文
字
訂
正
や

安
政
三
年

丙
辰
丸
製
造
御
用
掛

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
〇



図
面
へ
の
船
体
寸
法
の
書
き
入
れ
の
助
言
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
旗
や
幟
、
提
灯
の
位
置
に
つ
い
て
も
指
導
が
あ
り
、
そ

れ
を
含
め
て
図
Ａ
が
修
正
さ
れ
て
図
Ｂ
と
な
り
、
こ
れ
が
公

式
図
と
し
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
直
接
示
す
文
書
は
現
時
点
見
当
た
ら
ず
、
帆
柱
上
の

日
の
丸
と
一
文
字
三
ツ
星
の
位
置
が
逆
に
な
り
、
帆
桁
の
一

文
字
三
ツ
星
も
不
要
と
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る

。

次
の
文
書
は
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控

四
」
収
録
の
も
の

で
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
と
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
の
規
模
、
帆
の
大
き

さ
、
「
御
船
御
印
物
」
な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

。

覚

ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

一
惣
長
サ
八
丈
壱
尺

一
肩
弐
丈
壱
寸
五
歩

一
深
サ
壱
丈
三
寸

一
大
帆
拾
四
反

一
中
帆
拾
反

一
三
角
帆
拾
壱
反

但
、
い
つ
れ
も
壱
反
幅
三
尺
充

一
帆
印
、
白
地
ニ
紺
之
竪
筋

替
之
事

一
船
印
、
公
儀
御
定
日
之
丸
之
小
幟
、
艫
之
左
之
方
建
之

一
此
御
方
船
印
、
紺
地
白
之
一
文
字
三
ツ
星
之
紋
幟
、
艫

之
左
之
方
建
之

一
白
地
朱
ニ
て
日
之
丸
桃
灯
一
張

一
白
地
墨
ニ
て
一
文
字
三
ツ
星
之
紋
桃
灯
壱
張

右
繋
船
之
節
計
り
建
之
、
䑺
方
之
節
除
之
、
左
之
通
り

一
表
帆
柱
之
上
え
白
地
日
之
丸
吹
流
し
旗

一
艫
帆
柱
之
上
え
紺
地
ニ
白
之
一
文
字
三
ツ
星
紋
吹
流

し
旗

右
は
䑺
方
之
節
用
之

（
続
い
て
記
さ
れ
る
バ
ツ
テ
ー
ラ
船
部
分
は
略
）

以
上

注
目
し
た
い
の
は
、
①
帆
走
時
、
「
表
帆
柱
」
（
前
の
帆
柱
）

に
日
の
丸
、
「
艫
帆
柱
」
（
後
の
帆
柱
）
に
一
文
字
三
ツ
星
の

旗
を
掲
げ
る
こ
と
、
②
艫
に
設
置
す
る
幟
の
位
置
（
左
）
が

明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
帆
桁
に
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
を

掲
げ
る
記
載
が
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
ス
ク

ー
ネ
ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
は
図
Ｂ
と
一
致
す
る
。
作
成

年
月
日
や
経
緯
の
注
記
は
な
い
が
、
幕
府
側
の
助
言
・
指
導

を
受
け
確
定
し
た
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
内
容
を
書
き
止
め
た
文

適
切
な
場
所
に
貼
っ
て
提
出
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
に
図
Ａ
が
送
ら
れ
た
際
、
幟
・

提
灯
パ
ー
ツ
は
図
に
貼
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
五
）
図
Ａ
か
ら
図
Ｂ
へ

八
月
二
十
七
日
、
次
の
よ
う
に
、
製
造
方
が
ス
ク
ー
ネ
ル

船
・
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
に
掲
げ
る
幟
・
旗
の
規
格
を
定
め
、
藩

の
了
解
を
得
て
い
る
（
バ
ッ
テ
ー
ラ
船
部
分
略
）

。

覚

本
書
之
通
被
仰
付
候
事

ス
ク
ー
ネ
ル
形
船

一
日
之
丸
御
印
幟
、
長
三
尺
五
寸
・
幅
弐
尺

但
、
絹
合
せ
碁
盤
目
指
に
し
て

一
御
家
御
紋
幟
、
長
サ
三
尺
五
寸
・
幅
弐
尺
五
寸

但
、
同
断

一
日
之
丸
吹
流
、
長
サ
九
尺
・
幅
六
尺

但
、
同
断

一
御
家
御
紋
吹
流
し
旗
、
長
サ
七
尺
・
幅
四
尺
五
寸

但
、
同
断

一
御
家
御
紋
高
張
桃
燈
壱
帳

一
日
之
丸
高
張
桃
燈
壱
帳

以
上（

略
）

右
ス
ク
ー
ネ
ル
形
・
ハ
ツ
テ
ー
ラ
形
共
、
幟
旗
寸
法
其
外

前
書
之
通
ニ
御
座
候

八
月

御
船製

造
方

辰
八
月
廿
七
日
田
口
半
右
衛
門
へ
渡
之

二
十
一
日
の
製
造
方
へ
の
通
達
と
比
べ
る
と
、
日
の
丸
提

灯
一
張
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
製
造
方
が
幕
府
の
対
応

を
再
度
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
艫
に
日
の
丸
の
提
灯
も
掲
げ
た

方
が
よ
い
、
と
追
加
し
て
申
し
出
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
こ
に
み
え
る
「
御
家

御
紋
吹
流
し
旗
」
は
「
帆
桁
之
端
」
に
掲
げ
る
旗
を
意
味
す

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
図
Ａ
に
み
え
る
前
の
帆
柱
上
の
一

文
字
三
ツ
星
旗
の
記
載
が
こ
こ
に
は
な
い
。
図
Ａ
が
江
戸
へ

送
ら
れ
る
九
月
十
八
日
ま
で
の
間
に
、
前
方
帆
柱
上
へ
の
一

文
字
三
ツ
星
旗
の
追
加
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
よ
う
に
図
Ａ
は
、
九
月
十
八
日
に
製
造
伺
の
案
文

と
と
も
に
国
元
か
ら
江
戸
藩
邸
に
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
側
と
の
交
渉
過
程
で
伺
書
案
の
文
字
訂
正
や

安
政
三
年

丙
辰
丸
製
造
御
用
掛

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
一



の
過
去
の
文
書
記
録
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
に
も
と
づ
き
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
、
提
案
を
行
う
と

い
う
の
が
密
用
方
の
手
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
平
時
の
藩
政

で
は
重
宝
さ
れ
、
藩
上
層
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
依
頼
が
あ

り
、
結
果
的
に
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
、
密
用
方
・
密
用
方
役
人

へ
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
ケ
ー
ス

で
言
え
ば
、
帆
の
生
地
選
定
に
あ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
武
家
故

実
書
な
ど
か
ら
該
当
記
事
を
引
き
出
す
知
識
量
、
帆
印
・
船

印
の
検
討
に
あ
た
り
、
幕
府
・
他
家
の
「
御
船
御
印
物
」
を

把
握
し
て
い
る
情
報
力
、
そ
の
能
力
の
高
さ
は
お
ど
ろ
か
ざ

る
を
得
な
い
。
村
田
清
風
を
は
じ
め
、
坪
井
九
右
衛
門
、
山

田
亦
助
、
椋
梨
藤
太
、
兼
重
慎
一
、
来
原
良
蔵
な
ど
、
幕
末

期
に
か
け
藩
政
の
中
心
で
活
躍
す
る
藩
士
に
密
用
方
経
験
者

が
多
い
の
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
激
動
の
幕
末
期
に
い
た
り
、
先
例
や
幕
府
意
向

の
重
視
、
あ
る
い
は
他
家
へ
の
配
慮
な
ど
よ
り
も
、
現
実
を

ふ
ま
え
た
素
早
い
決
断
、
ま
た
、
時
勢
に
適
応
し
た
決
定
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
密
用
方
の
よ
う
な
検
討
手
法
、

考
え
方
は
も
う
有
効
性
を
持
ち
得
な
い
だ
ろ
う
。
ス
ク
ー
ネ

ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
決
定
に
関
す
る
仕
事
は
、
密
用
方

に
と
り
、
藩
政
上
の
重
大
事
に
関
わ
る
最
後
の
大
仕
事
で
あ

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

。

註
大
鑑
製
造
禁
止
令
廃
止
に
至
る
幕
府
の
動
向
は
、
安
達
裕
之
『
異

様
の
船

洋
式
船
導
入
と
鎖
国
体
制
』
（
平
凡
社
選
書

一
九
九
五

年
）
、
第
四
章
「
老
中
阿
部
正
弘
と
洋
式
軍
艦
」
に
詳
し
い
。
特
に

米
国
艦
隊
の
江
戸
内
海
侵
入
の
衝
撃
が
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
洋
式
軍

艦
製
造
を
か
た
く
な
に
否
定
し
て
い
た
現
状
維
持
論
の
幕
府
有
司

も
意
見
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
幕
末
期
長
州
藩
洋
学
史
の
研
究
』
（
一
九
九
八
年

思
文
閣
出

版
）
補
論
「
洋
式
軍
艦
の
建
造
」
。
こ
の
ほ
か
、
丙
辰
丸
の
船
体
寸

法
に
つ
い
て
考
察
し
た
道
迫
真
吾
「
博
物
館
歴
史
展
示
の
難
し
さ
―

萩
博
物
館
常
設
展
示
の
幕
末
期
船
舶
比
較
図
に
つ
い
て
―
」（
『
山
口

県
地
方
史
研
究
』
第
九
三
号

二
〇
〇
五
年
）
、
丙
辰
丸
・
庚
申
丸

建
造
を
技
術
史
的
観
点
か
ら
ま
と
め
た
中
本
静
暁
「
長
州
藩
の
軍
艦

建
造
―
西
洋
型
木
造
帆
走
艦
船

丙
辰
丸
・
庚
申
丸
の
建
造
―
」

（
『
伝
統
技
術
研
究
』
２

二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」
と
も
当
館

蔵
毛
利
家
文
庫
。
以
下
、
典
拠
を
示
す
際
は
前
者
を
「
丙
辰
丸
」
、

後
者
を
「
大
艦
」
と
略
記
。
な
お
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
は
『
山

口
県
史
史
料
編

幕
末
維
新
７
』
（
山
口
県

二
〇
一
四
年
）
に
抄

録
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
用
い
た
帆
印
や
船
印
の
決
定
過
程
に
関

書
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

な
お
、
こ
の
文
書
か
ら
、
艫
の
提
灯
は
繋
船
時
の
み
立
て

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一
方
、
帆
柱
上
の
吹
流
旗
は
帆

走
時
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
に
付
属
す
る
図
Ａ
と
「
大
艦
製

造
一
件
沙
汰
控
」
に
綴
じ
込
ま
れ
た
図
Ｂ
と
い
う
二
つ
の
丙

辰
丸
の
図
、
そ
の
描
写
の
違
い
に
注
目
し
、
両
図
の
作
成
時

期
お
よ
び
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
は
、

①
図
Ａ
は
、
萩
藩
が
幕
府
へ
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
を
提

出
す
る
前
に
国
元
で
作
成
し
、
安
政
三
年
九
月
十
八
日
に
伺

書
案
文
と
と
も
に
江
戸
藩
邸
へ
送
っ
た
図
面
の
控
、
②
図
Ｂ

は
、
伺
書
提
出
交
渉
の
過
程
で
幕
府
の
指
導
を
受
け
た
萩
藩

が
図
Ａ
を
修
正
し
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
公
式
図
と
し
て
幕
府

に
提
出
し
た
図
（
の
写
）
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

萩
藩
・
幕
府
間
で
了
解
さ
れ
る
丙
辰
丸
の
公
式
図
が
図
Ｂ

で
あ
る
以
上
、
帆
柱
上
の
日
の
丸
と
一
文
字
三
つ
星
の
位
置
、

艫
の
船
印
の
幟
や
提
灯
の
位
置
は
図
Ｂ
が
実
際
の
形
に
近
い

こ
と
に
な
る
。
帆
桁
に
は
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
は
な
い
。
た

だ
し
、
当
館
外
に
残
る
丙
辰
丸
の
図
で
は
、
図
Ａ
同
様
、
前

方
の
帆
柱
上
に
一
文
字
三
ツ
星
、
後
方
に
日
の
丸
を
掲
げ
た

も
の
が
あ
る

。
実
際
の
航
行
で
は
、
帆
柱
上
の
二
つ
の
旗

の
位
置
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
の
細
か
い
変
化
を
言
え
ば
、
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
十
二
月
晦
日
の
幕
府
認
可
後
、
帆
印
は
「
竪
筋

替
」

か
ら
白
帆
と
な
り
、
艫
綱
に
日
の
丸
、
後
方
の
帆
柱
上
に
一

文
字
三
ツ
星
と
い
う
姿
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
（
図
Ｃ
参
照
。

た
だ
し
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
は
無
し
）

。
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
七
月
、
水
戸
・
萩
藩
有
志
に
よ
る
「
丙
辰
丸
盟
約
」

時
の
艦
の
姿
は
こ
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
密
用
方
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
密
用

方
は
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
の
検
討
に
あ
た

り
、
そ
の
知
識
を
動
員
し
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
た
。
帆

印
や
船
印
案
は
、
先
例
、
現
状
、
幕
府
・
他
大
名
家
の
事
例

を
勘
案
し
、
帆
の
生
地
選
定
で
も
各
種
記
録
を
調
査
し
考
え

を
ま
と
め
た
。
帆
印
が
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
定
さ
れ
る
と

そ
の
問
題
点
に
関
し
意
見
も
提
出
し
た
。
密
用
方
が
重
視
し

た
の
は
、
先
例
、
現
状
、
幕
府
の
意
向
や
他
家
の
動
向
、「
御

差
合
」
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
配
慮
し
つ
つ
、
藩

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
二



の
過
去
の
文
書
記
録
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
に
も
と
づ
き
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
、
提
案
を
行
う
と

い
う
の
が
密
用
方
の
手
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
平
時
の
藩
政

で
は
重
宝
さ
れ
、
藩
上
層
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
依
頼
が
あ

り
、
結
果
的
に
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
、
密
用
方
・
密
用
方
役
人

へ
の
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
ケ
ー
ス

で
言
え
ば
、
帆
の
生
地
選
定
に
あ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
武
家
故

実
書
な
ど
か
ら
該
当
記
事
を
引
き
出
す
知
識
量
、
帆
印
・
船

印
の
検
討
に
あ
た
り
、
幕
府
・
他
家
の
「
御
船
御
印
物
」
を

把
握
し
て
い
る
情
報
力
、
そ
の
能
力
の
高
さ
は
お
ど
ろ
か
ざ

る
を
得
な
い
。
村
田
清
風
を
は
じ
め
、
坪
井
九
右
衛
門
、
山

田
亦
助
、
椋
梨
藤
太
、
兼
重
慎
一
、
来
原
良
蔵
な
ど
、
幕
末

期
に
か
け
藩
政
の
中
心
で
活
躍
す
る
藩
士
に
密
用
方
経
験
者

が
多
い
の
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
激
動
の
幕
末
期
に
い
た
り
、
先
例
や
幕
府
意
向

の
重
視
、
あ
る
い
は
他
家
へ
の
配
慮
な
ど
よ
り
も
、
現
実
を

ふ
ま
え
た
素
早
い
決
断
、
ま
た
、
時
勢
に
適
応
し
た
決
定
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
密
用
方
の
よ
う
な
検
討
手
法
、

考
え
方
は
も
う
有
効
性
を
持
ち
得
な
い
だ
ろ
う
。
ス
ク
ー
ネ

ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
決
定
に
関
す
る
仕
事
は
、
密
用
方

に
と
り
、
藩
政
上
の
重
大
事
に
関
わ
る
最
後
の
大
仕
事
で
あ

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

。

註
大
鑑
製
造
禁
止
令
廃
止
に
至
る
幕
府
の
動
向
は
、
安
達
裕
之
『
異

様
の
船

洋
式
船
導
入
と
鎖
国
体
制
』
（
平
凡
社
選
書

一
九
九
五

年
）
、
第
四
章
「
老
中
阿
部
正
弘
と
洋
式
軍
艦
」
に
詳
し
い
。
特
に

米
国
艦
隊
の
江
戸
内
海
侵
入
の
衝
撃
が
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
洋
式
軍

艦
製
造
を
か
た
く
な
に
否
定
し
て
い
た
現
状
維
持
論
の
幕
府
有
司

も
意
見
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
幕
末
期
長
州
藩
洋
学
史
の
研
究
』
（
一
九
九
八
年

思
文
閣
出

版
）
補
論
「
洋
式
軍
艦
の
建
造
」
。
こ
の
ほ
か
、
丙
辰
丸
の
船
体
寸

法
に
つ
い
て
考
察
し
た
道
迫
真
吾
「
博
物
館
歴
史
展
示
の
難
し
さ
―

萩
博
物
館
常
設
展
示
の
幕
末
期
船
舶
比
較
図
に
つ
い
て
―
」（
『
山
口

県
地
方
史
研
究
』
第
九
三
号

二
〇
〇
五
年
）
、
丙
辰
丸
・
庚
申
丸

建
造
を
技
術
史
的
観
点
か
ら
ま
と
め
た
中
本
静
暁
「
長
州
藩
の
軍
艦

建
造
―
西
洋
型
木
造
帆
走
艦
船

丙
辰
丸
・
庚
申
丸
の
建
造
―
」

（
『
伝
統
技
術
研
究
』
２

二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
「
大
艦
製
造
一
件
沙
汰
控
」
と
も
当
館

蔵
毛
利
家
文
庫
。
以
下
、
典
拠
を
示
す
際
は
前
者
を
「
丙
辰
丸
」
、

後
者
を
「
大
艦
」
と
略
記
。
な
お
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
は
『
山

口
県
史
史
料
編

幕
末
維
新
７
』
（
山
口
県

二
〇
一
四
年
）
に
抄

録
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
用
い
た
帆
印
や
船
印
の
決
定
過
程
に
関

書
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

な
お
、
こ
の
文
書
か
ら
、
艫
の
提
灯
は
繋
船
時
の
み
立
て

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一
方
、
帆
柱
上
の
吹
流
旗
は
帆

走
時
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
に
付
属
す
る
図
Ａ
と
「
大
艦
製

造
一
件
沙
汰
控
」
に
綴
じ
込
ま
れ
た
図
Ｂ
と
い
う
二
つ
の
丙

辰
丸
の
図
、
そ
の
描
写
の
違
い
に
注
目
し
、
両
図
の
作
成
時

期
お
よ
び
そ
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
は
、

①
図
Ａ
は
、
萩
藩
が
幕
府
へ
ス
ク
ー
ネ
ル
船
製
造
伺
書
を
提

出
す
る
前
に
国
元
で
作
成
し
、
安
政
三
年
九
月
十
八
日
に
伺

書
案
文
と
と
も
に
江
戸
藩
邸
へ
送
っ
た
図
面
の
控
、
②
図
Ｂ

は
、
伺
書
提
出
交
渉
の
過
程
で
幕
府
の
指
導
を
受
け
た
萩
藩

が
図
Ａ
を
修
正
し
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
公
式
図
と
し
て
幕
府

に
提
出
し
た
図
（
の
写
）
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

萩
藩
・
幕
府
間
で
了
解
さ
れ
る
丙
辰
丸
の
公
式
図
が
図
Ｂ

で
あ
る
以
上
、
帆
柱
上
の
日
の
丸
と
一
文
字
三
つ
星
の
位
置
、

艫
の
船
印
の
幟
や
提
灯
の
位
置
は
図
Ｂ
が
実
際
の
形
に
近
い

こ
と
に
な
る
。
帆
桁
に
は
一
文
字
三
ツ
星
の
旗
は
な
い
。
た

だ
し
、
当
館
外
に
残
る
丙
辰
丸
の
図
で
は
、
図
Ａ
同
様
、
前

方
の
帆
柱
上
に
一
文
字
三
ツ
星
、
後
方
に
日
の
丸
を
掲
げ
た

も
の
が
あ
る

。
実
際
の
航
行
で
は
、
帆
柱
上
の
二
つ
の
旗

の
位
置
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
の
細
か
い
変
化
を
言
え
ば
、
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
十
二
月
晦
日
の
幕
府
認
可
後
、
帆
印
は
「
竪
筋

替
」

か
ら
白
帆
と
な
り
、
艫
綱
に
日
の
丸
、
後
方
の
帆
柱
上
に
一

文
字
三
ツ
星
と
い
う
姿
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
（
図
Ｃ
参
照
。

た
だ
し
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
は
無
し
）

。
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
七
月
、
水
戸
・
萩
藩
有
志
に
よ
る
「
丙
辰
丸
盟
約
」

時
の
艦
の
姿
は
こ
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
密
用
方
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
密
用

方
は
、
ス
ク
ー
ネ
ル
船
の
「
御
船
御
印
物
」
の
検
討
に
あ
た

り
、
そ
の
知
識
を
動
員
し
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
た
。
帆

印
や
船
印
案
は
、
先
例
、
現
状
、
幕
府
・
他
大
名
家
の
事
例

を
勘
案
し
、
帆
の
生
地
選
定
で
も
各
種
記
録
を
調
査
し
考
え

を
ま
と
め
た
。
帆
印
が
「
白
地
ニ
竪
筋
」
に
決
定
さ
れ
る
と

そ
の
問
題
点
に
関
し
意
見
も
提
出
し
た
。
密
用
方
が
重
視
し

た
の
は
、
先
例
、
現
状
、
幕
府
の
意
向
や
他
家
の
動
向
、「
御

差
合
」
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
配
慮
し
つ
つ
、
藩

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
三



弾
正
書
状
の
一
部
。
丙
辰
丸
の
帆
印
変
更
と
船
体
改
造
が
幕
府
の
許

可
を
得
た
こ
と
を
伝
え
る
内
容
。
な
お
前
掲
中
本
論
文
は
、
こ
の
字

は
、
田
間
の
地
を
意
味
す
る
「
畾
（
ら
い
）
」
が
正
し
い
と
す
る
。

「
忠
正
公
伝
」
第
一
〇
編
第
一
・
二
章
（
両
公
伝
史
料
一
四
三
九
）

で
も
、
こ
の
字
を
最
初
「
田
町
替
り
」
と
読
み
、
の
ち
に
「
畾
替
り
」

と
訂
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
原
本
を
見
る
限
り
字
の

形
は
「

」
で
あ
り
、
「

替
り
」
に
「
ノ
ガ
ワ
リ
」
と
ル
ビ
も
あ

り
、
ま
た
本
文
の
通
り
他
の
用
例
も
確
認
で
き
る
の
で
「

（
の
）
」

と
読
む
べ
き
と
考
え
る
。
『
県
史
』
も
「

」
と
読
ん
で
い
る
。

大
原
望
編
「
日
本
語
を
読
む
た
め
の
漢
字
辞
典
」
『
和
製
漢
字
の

辞
典

』（

）
で
の
「

」
の
説
明
に
よ
る
。

「
御
武
具
覚
書
」
（

文
武

）
。
な
お
、
右
掲
の
「
日
本
語
を

読
む
た
め
の
漢
字
辞
典
」
で
は
、
『
武
家
名
目
抄
』
の
「

連
（
の

れ
ん
）
」
の
用
例
を
あ
げ
、
普
通
「
暖
簾
」
と
書
く
「
の
れ
ん
」
は

「
の
う
れ
ん
・
の
ん
れ
ん
」
が
変
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、「
一

」

の
幅
の
布
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
御
武

具
覚
書
」
の
用
例
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
一
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
諸
記
録
綴
込
」
（

部
寄
４
〈

の
３
〉
）
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

幕
府
・
諸
藩
の
大
艦
を
図
示
し
た
「
明
治
維
新
当
時
諸
藩
艦
船
図
」

（
「
大
日
本
海
志
編
纂
資
料
」

）
を
み
る
と
、
メ
イ
ン
マ
ス
ト
に
各
家

船
印
を
掲
げ
る
例
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
が
例
外
も
あ
る
。
丙
辰
丸

と
同
型
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
と
思
わ
れ
る
徳
島
藩
の
通
済
丸
も
前
方

の
帆
柱
に
日
の
丸
、
後
方
の
帆
柱
に
船
印
を
掲
げ
て
い
る
。

「
丙
辰
丸
」
四
（
『
県
史
』
八
二
七
～
八
頁
）
。

こ
の
文
書
は
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
四
で
は
九
月
十
五
日
と
十

七
日
の
文
書
の
間
に
あ
り
、
こ
の
点
は
本
稿
の
理
解
へ
の
難
点
と
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
記
載
さ
れ
て
い
る
船
寸
法
か
ら
す

る
と
幕
府
と
の
交
渉
後
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
編
『
「
大
艦
・
巨
砲

ヲ
造
ル
」
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
』
（
二
〇
〇
五
年
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
丙
辰
丸
の
図
（
八
四
頁
）
。

庚
申
丸
の
図
で
も
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
が
あ
る
。
丙
辰
丸
で
こ
の

旗
が
不
許
可
と
な
っ
た
た
め
、
軍
艦
製
造
御
用
掛
が
藩
上
層
に
「
庚

申
丸
之
分
如
何
可
有
御
座
哉
」
と
伺
い
出
た
と
こ
ろ
、
「
庚
申
丸
之

儀
も
赤
色
之
剱
形
旗
ハ
差
除
候
様
」
と
判
断
を
下
し
て
い
る
。
庚
申

丸
も
こ
の
旗
を
掲
げ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
「
大
艦
」
）
。

幕
末
期
の
密
用
方
に
は
「
三
代
実
録
」
の
編
纂
と
い
う
仕
事
も
継

続
中
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
正
月
、
事
業
の
中
断
が
検
討
さ
れ
た
が
、

密
用
方
の
歎
願
も
あ
り
、
二
月
に
継
続
と
な
っ
て
い
る
（
「
密
局
日

乗
」
）
。
幕
末
期
密
用
方
は
文
化
的
事
業
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
。

す
る
部
分
は
未
収
録
が
多
い
。
以
下
、
県
史
収
録
分
は
「
『
県
史
』

○
頁
」
と
表
記
す
る
。

拙
稿
「
萩
城
御
宝
蔵
と
密
用
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

〈
以
下
『
紀
要
』
と
略
記
〉
第

号

二
〇
一
七
年
）
。

前
掲
中
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
構
造
的
に
は
こ
の
船
は
「
ス
ル
ー
プ

船
」
と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
と
い
う
。

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
「
日
の
丸
紋
」
の
項
。

石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
（
岩
波
書
店
）

第
六
巻

五
一
四
一
号
。
日
の
丸
が
「
日
本
惣
船
印
」
と
な
る
経
緯

に
つ
い
て
は
前
掲
安
達
書
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
二
号
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
九
号
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
六
〇
号
。

安
政
六
年
六
月
十
三
日
付
け
御
用
所
役
人
連
署
書
状
、
お
よ
び
七

月
九
日
付
け
当
役
益
田
弾
正
書
状
（
「
大
艦
」
）
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
六
号
。

中
本
論
文
が
改
造
内
容
を
技
術
史
的
視
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

「
大
艦
」
。

万
延
元
年
二
月
九
日
付
け
当
職
所
役
人
よ
り
江
戸
御
用
所
役
人

宛
書
状
（
「
丙
辰
丸
」
六
・
『
県
史
』
八
五
七
頁
）
。
な
お
、『
防
長
回

天
史
』
第
二
編
は
丙
辰
丸
改
造
を
安
政
六
年
の
こ
と
と
し
、
「
山
田

亦
介
に
命
じ
て
改
修
の
事
を
主
管
せ
し
め
八
月
に
至
り
て
成
る
」
と

八
月
に
改
造
が
実
施
さ
れ
た
と
す
る
が
（
同
書
四
八
九
頁
）
、
こ
れ

は
「
大
鑑
製
造
一
件
沙
汰
控
」
の
庚
申
丸
製
造
に
関
す
る
記
事
を
丙

辰
丸
改
造
の
件
と
混
同
し
た
誤
解
だ
ろ
う
。
改
造
伺
提
出
→
許
可
→

改
造
中
止
の
提
案
に
至
る
動
き
は
、
安
政
六
年
十
二
月
か
ら
万
延
元

年
二
月
の
こ
と
で
、
安
政
六
年
八
月
時
点
で
は
幕
府
へ
改
造
伺
す
ら

提
出
し
て
い
な
い
。
安
政
六
年
で
の
改
造
実
施
の
事
実
は
な
い
が
、

当
職
所
の
提
案
に
対
し
御
用
所
役
人
は
「
先
御
見
合
相
成
候
て
可
然

と
之
御
事
」
と
賛
意
を
示
し
、
藩
主
帰
国
の
上
決
定
す
る
と
返
答
し

て
い
る
（
三
月
二
日
）
。
の
ち
の
経
緯
は
現
時
点
で
は
未
検
討
。

「
丙
辰
丸
」
四
（
『
県
史
』
八
二
八
～
九
頁
）
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
御
書
付
其
外
後
規
要
集
」
七
（
山
口
県
文
書
館
編
『
山
口
県
史

料

近
世
編
法
制
下
』
二
二
一
頁

「
覚
（
諸
廻
船
一
丸
印
の

焼
印
小
幟
の
事
）
）
。
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』
「
廻
船
」
の
項
。

密
用
方
長
谷
川
甚
平
が
寛
政
五
年
二
月
に
著
し
た
萩
藩
の
旗
に

関
す
る
研
究
書
。
拙
稿
「
寛
政
～
文
化
期
に
お
け
る
萩
藩
密
用
方
に

つ
い
て
」
（
『
紀
要
』
第

号

二
〇
一
二
年
）
参
照
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
大
艦
」
所
収
の
万
延
元
年
正
月
六
日
付
け
の
浦
靫
負
宛
て
益
田

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
四



弾
正
書
状
の
一
部
。
丙
辰
丸
の
帆
印
変
更
と
船
体
改
造
が
幕
府
の
許

可
を
得
た
こ
と
を
伝
え
る
内
容
。
な
お
前
掲
中
本
論
文
は
、
こ
の
字

は
、
田
間
の
地
を
意
味
す
る
「
畾
（
ら
い
）
」
が
正
し
い
と
す
る
。

「
忠
正
公
伝
」
第
一
〇
編
第
一
・
二
章
（
両
公
伝
史
料
一
四
三
九
）

で
も
、
こ
の
字
を
最
初
「
田
町
替
り
」
と
読
み
、
の
ち
に
「
畾
替
り
」

と
訂
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
原
本
を
見
る
限
り
字
の

形
は
「

」
で
あ
り
、
「

替
り
」
に
「
ノ
ガ
ワ
リ
」
と
ル
ビ
も
あ

り
、
ま
た
本
文
の
通
り
他
の
用
例
も
確
認
で
き
る
の
で
「

（
の
）
」

と
読
む
べ
き
と
考
え
る
。
『
県
史
』
も
「

」
と
読
ん
で
い
る
。

大
原
望
編
「
日
本
語
を
読
む
た
め
の
漢
字
辞
典
」
『
和
製
漢
字
の

辞
典

』（

）
で
の
「

」
の
説
明
に
よ
る
。

「
御
武
具
覚
書
」
（

文
武

）
。
な
お
、
右
掲
の
「
日
本
語
を

読
む
た
め
の
漢
字
辞
典
」
で
は
、
『
武
家
名
目
抄
』
の
「

連
（
の

れ
ん
）
」
の
用
例
を
あ
げ
、
普
通
「
暖
簾
」
と
書
く
「
の
れ
ん
」
は

「
の
う
れ
ん
・
の
ん
れ
ん
」
が
変
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、「
一

」

の
幅
の
布
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
御
武

具
覚
書
」
の
用
例
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
一
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
諸
記
録
綴
込
」
（

部
寄
４
〈

の
３
〉
）
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

幕
府
・
諸
藩
の
大
艦
を
図
示
し
た
「
明
治
維
新
当
時
諸
藩
艦
船
図
」

（
「
大
日
本
海
志
編
纂
資
料
」

）
を
み
る
と
、
メ
イ
ン
マ
ス
ト
に
各
家

船
印
を
掲
げ
る
例
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
が
例
外
も
あ
る
。
丙
辰
丸

と
同
型
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
と
思
わ
れ
る
徳
島
藩
の
通
済
丸
も
前
方

の
帆
柱
に
日
の
丸
、
後
方
の
帆
柱
に
船
印
を
掲
げ
て
い
る
。

「
丙
辰
丸
」
四
（
『
県
史
』
八
二
七
～
八
頁
）
。

こ
の
文
書
は
「
丙
辰
丸
製
造
沙
汰
控
」
四
で
は
九
月
十
五
日
と
十

七
日
の
文
書
の
間
に
あ
り
、
こ
の
点
は
本
稿
の
理
解
へ
の
難
点
と
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
記
載
さ
れ
て
い
る
船
寸
法
か
ら
す

る
と
幕
府
と
の
交
渉
後
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
編
『
「
大
艦
・
巨
砲

ヲ
造
ル
」
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
』
（
二
〇
〇
五
年
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
丙
辰
丸
の
図
（
八
四
頁
）
。

庚
申
丸
の
図
で
も
「
赤
色
之
剱
形
旗
」
が
あ
る
。
丙
辰
丸
で
こ
の

旗
が
不
許
可
と
な
っ
た
た
め
、
軍
艦
製
造
御
用
掛
が
藩
上
層
に
「
庚

申
丸
之
分
如
何
可
有
御
座
哉
」
と
伺
い
出
た
と
こ
ろ
、
「
庚
申
丸
之

儀
も
赤
色
之
剱
形
旗
ハ
差
除
候
様
」
と
判
断
を
下
し
て
い
る
。
庚
申

丸
も
こ
の
旗
を
掲
げ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
「
大
艦
」
）
。

幕
末
期
の
密
用
方
に
は
「
三
代
実
録
」
の
編
纂
と
い
う
仕
事
も
継

続
中
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年
正
月
、
事
業
の
中
断
が
検
討
さ
れ
た
が
、

密
用
方
の
歎
願
も
あ
り
、
二
月
に
継
続
と
な
っ
て
い
る
（
「
密
局
日

乗
」
）
。
幕
末
期
密
用
方
は
文
化
的
事
業
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
。

す
る
部
分
は
未
収
録
が
多
い
。
以
下
、
県
史
収
録
分
は
「
『
県
史
』

○
頁
」
と
表
記
す
る
。

拙
稿
「
萩
城
御
宝
蔵
と
密
用
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』

〈
以
下
『
紀
要
』
と
略
記
〉
第

号

二
〇
一
七
年
）
。

前
掲
中
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
構
造
的
に
は
こ
の
船
は
「
ス
ル
ー
プ

船
」
と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
と
い
う
。

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
「
日
の
丸
紋
」
の
項
。

石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
（
岩
波
書
店
）

第
六
巻

五
一
四
一
号
。
日
の
丸
が
「
日
本
惣
船
印
」
と
な
る
経
緯

に
つ
い
て
は
前
掲
安
達
書
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
二
号
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
九
号
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
六
〇
号
。

安
政
六
年
六
月
十
三
日
付
け
御
用
所
役
人
連
署
書
状
、
お
よ
び
七

月
九
日
付
け
当
役
益
田
弾
正
書
状
（
「
大
艦
」
）
。

『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

五
一
五
六
号
。

中
本
論
文
が
改
造
内
容
を
技
術
史
的
視
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

「
大
艦
」
。

万
延
元
年
二
月
九
日
付
け
当
職
所
役
人
よ
り
江
戸
御
用
所
役
人

宛
書
状
（
「
丙
辰
丸
」
六
・
『
県
史
』
八
五
七
頁
）
。
な
お
、『
防
長
回

天
史
』
第
二
編
は
丙
辰
丸
改
造
を
安
政
六
年
の
こ
と
と
し
、
「
山
田

亦
介
に
命
じ
て
改
修
の
事
を
主
管
せ
し
め
八
月
に
至
り
て
成
る
」
と

八
月
に
改
造
が
実
施
さ
れ
た
と
す
る
が
（
同
書
四
八
九
頁
）
、
こ
れ

は
「
大
鑑
製
造
一
件
沙
汰
控
」
の
庚
申
丸
製
造
に
関
す
る
記
事
を
丙

辰
丸
改
造
の
件
と
混
同
し
た
誤
解
だ
ろ
う
。
改
造
伺
提
出
→
許
可
→

改
造
中
止
の
提
案
に
至
る
動
き
は
、
安
政
六
年
十
二
月
か
ら
万
延
元

年
二
月
の
こ
と
で
、
安
政
六
年
八
月
時
点
で
は
幕
府
へ
改
造
伺
す
ら

提
出
し
て
い
な
い
。
安
政
六
年
で
の
改
造
実
施
の
事
実
は
な
い
が
、

当
職
所
の
提
案
に
対
し
御
用
所
役
人
は
「
先
御
見
合
相
成
候
て
可
然

と
之
御
事
」
と
賛
意
を
示
し
、
藩
主
帰
国
の
上
決
定
す
る
と
返
答
し

て
い
る
（
三
月
二
日
）
。
の
ち
の
経
緯
は
現
時
点
で
は
未
検
討
。

「
丙
辰
丸
」
四
（
『
県
史
』
八
二
八
～
九
頁
）
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
御
書
付
其
外
後
規
要
集
」
七
（
山
口
県
文
書
館
編
『
山
口
県
史

料

近
世
編
法
制
下
』
二
二
一
頁

「
覚
（
諸
廻
船
一
丸
印
の

焼
印
小
幟
の
事
）
）
。
『
山
口
県
近
世
史
研
究
要
覧
』
「
廻
船
」
の
項
。

密
用
方
長
谷
川
甚
平
が
寛
政
五
年
二
月
に
著
し
た
萩
藩
の
旗
に

関
す
る
研
究
書
。
拙
稿
「
寛
政
～
文
化
期
に
お
け
る
萩
藩
密
用
方
に

つ
い
て
」
（
『
紀
要
』
第

号

二
〇
一
二
年
）
参
照
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
丙
辰
丸
」
三
。

「
大
艦
」
所
収
の
万
延
元
年
正
月
六
日
付
け
の
浦
靫
負
宛
て
益
田

丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
（
山
﨑
）

四
五
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